
主な内容

守れ！人の命と安全な街

私たちの街の消防署　 …２～ ５

・建築協定で住みよい街　　 …６

・市政･ 消費生活モニター募集 …７

・婚前・新婚学級へのご案内… ８

・森のホール21公演案内　　 … ９

・情報チャンネル　　　　…10・11

・松戸市成人式　　　　　　 …12

・本間祥公さん芸術祭賞受賞…12

人 口 と 世 帯（1 月1日現在）

人口　464,262人　（十巧3）

男　236,213人　（＋59 ）

女　228,049人　（＋94 ）

世帯　171,913世帯（＋125）

”暮らしを守る”決意を新たに

まつど消防40周年記念出初式

出初式は、江戸時代の武家火消しである定火消

しの顔見せ儀式が、その始まりとされています。

消防職員、消防団員をはじめ、10団体、約1,500

人が参加。鳶(とび)工業組合の皆さんによるはし

ご乗りを皮切りに、屋内消火栓操法訓練、フィー

ルドドリル、救助・消防演習などが繰り広げられ

ました。

正
目
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
、
ま
つ
ど
消
防

四
十
周
年
を
記
念
し
て
消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー
で

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

松
戸
市
の
消
防
が
、
消
防
本
部
と
し
て
産
声

を
あ
げ
た
の
は
昭
和
2
9
年
1
1
月
。
職
員
二
十
八

人
、
消
防
車
両
三
台
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
ち
よ
う
ど
四
十
年
、
職
員
は
四
百
七

十
五
人
、
車
両
八
十
一
台
に
及
ぶ
消
防
体
制
に

成
長
し
ま
し
た
。

組
織
が
大
き
く
な
っ
て
も
、
ど
れ
だ
け
設
備

が
近
代
化
し
て
も
、
み
ん
な
で
災
害
に
立
ち
向

か
う
「
火
消
し
魂
Ｌ
と
「
和
の
心
」
は
変
わ
り

ま
せ
ん
。

四
十
周
年
の
大
き
な
節
目
の
出
初
式
で
、
消

防
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
て
、「
災
害
に
強
い
安

全
都
市
」
を
築
く
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

､発行日Ｊ 哀 愆ﾖ冫 弓J1824｡
市役所の代表電話は 66-1
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安全な街守れ！人の命と
消防署私たちの街の

まつど消防40周年
平成５年火災等災害概況DATA①

市内の火災発生状況

中
央
消
防
署
の
2
4
時
間

市
内
に
は
九
つ
の
消
防
署
が
あ
り
ま
す
。
松
戸
新
田
に
は
本
部
機

能
を
持
つ
消
防
局
が
あ
り
、
一
局
九
署
の
消
防
体
制
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
安
全
を
守
っ
て
い
ま
す
。

二
十
四
時
間
ス
タ
ン
バ
イ
し
て
い
る
消
防
署
。
い
つ
起
こ
る
か
分

か
ら
な
い
緊
急
事
態
に
対
応
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
体
制
を
組
ん

で
い
る
の
か
、
ま
た
、
市
民
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な

仕
事
が
あ
る
の
か
、
中
央
消
防
署
の
一
日
を
追
っ
て
み
ま
し
た
。

2
4時
間
の
始

ま
り

「
大
交
代

」

つ
て
い
ま
す
。

大
交
代
で
の
引
き
継
ぎ
が
済
む

と

、
直
ち
に

機
材
の
点
検
。
消
防

車
・
救
急
車
な
ど

を
一
斉
に
チ

ェ

″
ク
し
ま
す
。
わ
ず
か
数
分
で
チ

ェ

″
ク
を
終
え

、
異
常
が
な
い
こ

と
を
確
認
し
ま
す
。

全
職
員
が
集
合

き
び
き
び
と
整
列
、点
呼

消
防
署
の
一
日
は
、
午
前
８
時

5
5分
の
「
大
交
代
」
か
ら
始
ま
り

ま

す
。
前
日
か
ら
泊
り
込
ん
で

勤

務
し
て
い
た
職
員
と
、
今
日
こ
れ

か
ら
二
十
四

時
間
勤
務
す
る
職
員

の
交
代
で

す
。

職
員
は

、
日
勤
職
員
（
午
前
８

時
3
0分
～

午
後
５

時
1
5分
勤
務
の

職
員
）
と

、
第
一
中
隊
、
第
二
中

隊
の
二
班
に
分
か

れ
て
い
る
隔
日

勤
務
職
員
が
い
て

、
い
つ
で

も
緊

急
事
態
に
対
応
で
き
る
体
制
に
な

火災は164件で､昨年に比べ14件(7.9

％) の減少。昭和43年の160件に次ぐ、

25年ぶりに火災の少ない年でした。

死者、負傷者はそれぞれ８人( 昨年

比２人増)、27人(同１人増)でした。

初期消火のようすを見ると、全火災

中、初期消火が行われたのは102件(62

.2％)で､初期消火の行われなかった火

災に比べると被害は少な＜、例えば建

物火災の場合、平均すると焼損面積が

３分の１くらい(35.08％) で済んでい

ます。

天井に火が届く前なら、初期消火が
可能です。

それ以上の火災の場合は、その場を

離れ､119番はもちろん、周りの人にも

知らせるようにしてください。

午
前
９
時
1
0分
、
全
職
員
が
制

服
を
着
用
し
て

庁
舎
の
屋
上
に
集

合
。
月
に
一
回
の
通
常
点
検
で
す
。

い
つ

も
に
も
増
し
て
、
表
情
が
キ

リ
リ
と
引
き
締
ま
り
ま
す
。

服
装
を
整
え
、
消
防
手
帳
の
所

持
を
確
認
。
き
び
き
び
し
た
動
作

で

、
整
列
、
点
呼
。
署
長
が
一
人

ひ
と
り
を
見
て
回
り
、
声
を
掛
け

ま
す
。
心
構
え
も
、
準
備
Ｏ
Ｋ
の

よ
う
で
す
。

横
の
連
携

も

ミ
ー
テ

ィ
ン

グ
で

午
前
９
時
3
0分
、
朝
の
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
。
各
係
か
ら
の
報
告
、
伝

署
長
が
服

装
・
敬
礼
の
仕
方
な
ど

を
チ
Ｔ‐‐
ﾂ
ｸ
す
る
通
常
点
検

達
事
項
の
確
認
な
ど
が
行
わ
れ
ま

す
。こ

の
日
は
、
通
常
の
連
絡
や
報

告
の

ほ
か
、
翌
日
開
催
さ
れ
る
意

見
発
表
会
の
リ
ハ
ー
サ
ル
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

意
見
発
表
会
は
年
一
回
、

各
消
防
署
か
ら
一
名
の
代
表
が
、

日

ご
ろ
の
業
務
な
ど
に

関
連
し

て
五
分
程
度
の
ス

ピ
ー
チ

を
す
る

も
の
で

す
。

意
見
を
発
表
す
る
職
員
。
そ
れ

を
聞
き
な
が
ら
メ
モ

を
取
り
、
コ

メ
ン
ト
を
加
え
る
先
輩
職
員
。

原
稿
に
手
直
し
が
加
え
ら
れ
、

翌
日
の
本
番
に
向
け
て
、
打
ち
合

せ

が
続
き
ま
す
。

を
行

っ
て

る
の
で

す
。

救
急
隊
も
ま
た
、
応
急

処
置
な
ど
の
技
術
向
上
の
た

め
の
訓
練
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。

こ
こ
中
央
消
防
署
に
は
、
松
戸

多
く

塔
載

迅
速
・
正
確
性
を
鍛
え
る

訓
練
と
い
う
仕
事

出
動
が
な
い
と
き
の
重
要
な
仕

事
は
訓
練
で

す
。

各
署
内
で
の
訓
練
の
ほ
か
に
、

八
ヶ
崎
の

消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー
で

も
、
各
消
防
署
が
計
画
的
に
訓
練

火
事
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し

て
い
く
こ
と
も
、
大
切
な
仕
事
で

す
。
市
内
の
事
業
所
な
ど
を
訪
問

し
、
消
火
器
や
避
難
経
路
な
ど
を

確
認
し
た
り
、
危
険
物
の
管
理
状

況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
予
防
査
察
を

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
大
手
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ

消
防
局
で

は
、
防
火
指
導
・
救
急

指
導
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

各
消
防
署
に
防
火
・
救
急
の
各
指

導
員
を
配
置
し
、
き
め
緇
か
な
指

導
を
行
っ
て

い
ま
す
。

学
校
や
職
場
に
出
向
い
て
の

防

火
・
救
急
指
導
も
、
定
期
的
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
、

防
火
・
救
急
に
つ
い
て

知
る
こ
と

も
、
大
切
な
の
で

す
。

子
ど
も
の
う
ち
か
ら
防
火
の
心
を

ー
明
和
幼
稚
園
で
の
防
火
指
導

平成５年火災等災害状況DATA②

今
ま
で
行
え

な
か

っ
た
、
よ

旦

咼
度
な
処
置
が
と
れ
る

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

地
水
利
点
検
で

は
実
際
に
水
を
流

し
て
み
る

消
火
の
た
め
の
水
は

確
保
さ
れ
て
い
る
か

消
火
栓
や
防
火
水
槽
の
点
検
も

大
切
な
仕
事
で
す
。

水
が
き
ち
ん
と
出
る
か
の
確
認

だ
け
で
な
く
、
付
近
に
じ

や
ま
な

看
板
な
ど
が
で
き
て
い
な
い
か
、

表
示
が
き
ち
ん
と
さ
れ
て
い
る
か

な
ど
も
確
認
。
ま
た
、
火
事
が
起

き
た
と
き
に
消
防
車
両
を
ど
こ
に

置
い
て

、
ど
こ
か
ら
水
を
引
く
か
、

目
標
物
を
何
に
す
る
か
な
ど
も
、

常
に
確
認
し
て
い

ま
す
。

管
轄
区
域
の
消
火

栓
は

１
ヵ
月

間
で
す
べ
て
チ
ェ
ッ
ク
。
毎
月
行

っ
て
い
ま
す
。

１回
曚信

119番通報は､19.974件。昨

年より、396件(2.0％)増えて

います。

災害の通報以外のものも多

く、いたずらや間違いもあり

ます。緊急以外は１１９番を

使わないようお願いします。

病院の照会や問い合わせな

どは、消防局の一般電話( 昔

63-1111番)をご利用ください。

抑26 分に

市
内
九
つ
の
消

防
署
は

、
そ

れ

ぞ
れ
の
地
域
に

密
着
し
た

活

動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
防

火
防
災
や
応
急
処
置
の
知

識
・

技
術
を
身
に
付

け
る
講
習
や

研

修
も
そ
の

一
つ

。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

総合ＰＲコーナーレ スキューまつど21

市
内
九
つ
の
消
防
署

市
内
全
て
の
一
一
九
番
通
報
を

受
け
付
け
、
各
消
防
署
へ
指
令

を
送
る
な
ど
、
消
防
の
本
部
機

能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

●
松
戸
新
田
一
一
四－

五

●
6
3
－
1
1
1
1

県
内
で
も
数
人
し
か
い
な
い
救

急
救
命
士

が
配
属
さ
れ
て
い
ま

す
。
高
規
格
救
急
車
で
駆
け

つ

け
、
救
命
率
を
ア
ッ
プ
！
・

●
松
戸
新
田
一
一
四
－

五

●
6
3
－
1
1
1
1

管

轄
内

に
江
戸

川

を
抱

え
て

い

る
た

め
、
小
型

消

防
救

助
艇
「

レ

ス

キ
ュ

ー
ま

つ
ど
2
1
」

が
配
置

さ
れ
て

い
ま

す
。

●
古
ヶ
崎
六
七

●
6
7－

０
1
1
９

高規格救急車

松
戸
市
消
防
局

中
央
消
防
署

西
口
消
防
署

市
民
と
の
連
携
を
-

防
火
・
救
急
指
導

ス
ト
ラ
ン
を
訪
問
。
店
内
を
見
て

回
り
、
安
全
な
店
で
あ
る
こ
と

を

確
認
し
ま
し
た
。

消
火

と
同

じ
よ

う
に

防

火
も
大
切

レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
予
防
査
察

三連はしごを使ってのレスキュー隊の救出訓練

｢初めて火災現場に出たとき、
足がすくんだ。」
勇気は普段の訓練が生んでくれる

消防車の入れない路地にホースをつないで入る訓練

救急救命士を中心に救命処置の訓練今日のように風の強い日は慎重にはしごを操作

し
た
高
規

格
救
急
車

と
合
わ
せ

、

医

師
の
指
示
を

電
話
で
受
け
な
が
ら
、

市
消
防
で
た
だ
一
人
の
救
急

救
命
士
が
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
救
命
処
置
器
材
を

性
‘
正
確
性
は
、

日

ご
ろ
の

訓

練

に

よ

っ
て

培

わ

れ
て

い

い
ま
す
。

緊
急
活

動
で
の
迅
速

１１９番通報

係
間
の
連
携
が
密
で
な
い
と
災
害

に
対
応
で
き
な
い

。
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
は
入
念
に
行
わ
れ
る

訓
練



迅
速
・
正
確
・

チ
ー
ム
ワ
ー
ク

午
後
４
時
5
5分
、
夜
間
の
出
動

に
備
え
、
夕
方
の
点
検
時
間
で

す
。

朝
と
夕
方
の
二
回
の
点
検
に
よ
り

、

万
全
を
期
す
る
こ
と

が
で
き
ま

す
。

全
車
両
、
全
装
置
に
異
常
が
無

い
こ
と
を
確
認
し
、
こ
の
点
検
も

効
率
良
く
、
ほ
ん
の
数
分
で

終
わ

り
ま
し
た
。

午
後
５
時
、
夕
食
の
準
備
が
始

ま
り
ま
す
。
　
　
　
　

、。

夕
食
は
ど
の
消
防
署
で

も
自
炊

し
ま
す
。
当
番
制
で
、
比
較
的
若

い
職
員
が
、
材
料
の
買
い
出
し
か

ら
、
調
理
、
盛
り
つ
け
ま
で
行
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
メ

ニ
ュ
ー
も
考

え
ま
す
。
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
も
考

え
、
毎
日
同
じ
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー

に
な
ら
な
い
よ
う
、
レ

パ
ー
ト
リ

ー
も
豊
富
。

こ
の
日
の
メ

ニ
ュ
ー
は
サ
ケ
の

ホ
イ
ル
包
み
焼

き
で
し
た
。
お
い

し
さ
も
手
伝
っ
て
、
あ
っ
と
い
う

間
に
食

べ
終
わ
り
ま
し
た
。

夕
食
の
あ
と
は
、
夜
間
の
業
務

時
間
で
す
。

定
例
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
後
、

各
係
内
の
打
ち
合
わ
せ
や
、
事
務

処
理
が
あ
り
ま
す
。

火
災
で

出
動
す
る
と
、
現
場
活

動
報
告
を
、
そ
し
て

今
後
の
防
火

の
た
め
に
火

災
原
因
調
査
の
報
告

書
類
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
深
夜
Ｏ
時
近
く
ま
で

事
務

処
理
が
続
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

平成５年火災等災害概況DATA③

救急出場件数は1〔〕､179件

(昨年比190件､1.9％増)､搬送

人員は9,738人(同230人、2.4

％増) でした。

救命率の向上を目指して、

救急救命士が同乗する特別救

急隊が発足して１年が経過し

ましたが、この特別救急隊が

出動した件数は251件で､搬送

人員はE?21人でした。

五
香
消
防
署

高

層
住

宅

が
建
ち

並

ぷ
新
松
戸

駅

周
辺

を
管

轄
し
て

い
る
た

め
、

最
も
高
い
四
十
六
㍍
級
の
は
し

ご
車
で

安

全
を
守
り

ま

す
。

●
西
馬
橋
蔵
元
町
一
七
九

●
4
4ｊ
0
1
1

９

国

道
６

号
線

に
面

し
た

唯

一
の

消
防
署

。
管

轄
内

に

は
、
北

小

金
駅

前
再

開

発

ビ
ル

「

ピ
コ
テ

イ
」

な
ど

が
あ
り

ま
す

。

●
小
金
き
よ
し
ヶ
丘
三
－

二
○
－

四

●
4
0－

０
1
1
９

一
番
新
し
い
消
防
署
で
す
。
最

新
の
技
術
を
駆
使
し
た
、
感
染

防
止
用
の
消
毒
室
や
ホ
ー
ス
乾

燥
室
な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。

●
大
金
平
五－

四
一
四

●
3
0
－

４
３
1
1

市
民
の
オ
ア
シ
ス
「
2
1世
紀
の

森
と
広
場
」
を
含
め
た
、
市
内

最
大
の
管
轄
面
積
を
持
つ
消
防

署

で

す

。

●
五
香
六
実

四
－

五
七

●
8
7
1０
1
1

９

46㍍級はしご車管轄のピコティ西館

救急出動

市内の119番全てが入る消防局指
令課

119番通報に対しては、「火事ですか、救急ですか」と応

答しますので、落ち着いて状況を説明してください。

現場付近では、目標物が決め手になりますので、ふだん

から自宅付近の公共建築物や大きな建物を知っておくと、

いざというときにあわてなくて済みます。

､分かりにくい所では、緊急車両が近くに行ったら、誘導

してもらえると、現場への到着がより早くなります。

容体かなり重そうだ

急げ、ストレッチャー

夜
間
の
出
動

―
救
急
隊

火
事
や
救
急
な
ど
の
緊
急
の

場
合
、
全
館
に
「
ピ
ー
」
と
い

う
信
号
音
が
鳴
り
響
き
、
職
員

は
ど
こ
に
い
て
も
わ
か
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
救
急
の
場

合
は
、
「
ピ
ー
ポ
ー
ピ
ー
ポ
ー
」

と
い
う
音
が
し
ま
す
。

午
後
7
時
ご
ろ
、
夕
食
の
後

片
付
け
を
し
て
い
る
と
、
救
急

の
出
動
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

路
上
に
人
が
倒
れ
、
意
識
が

な
い
と
い
う
通
報
で
す
。

救
急
車
が
現
場
に
向
か
い
ま

21世紀の森と広場での消防演習 壁に描かれたモザイク

大
金
平
消
防
署

小
金
消
防
署

馬
橋
消
防
署

救急活動状況

皆で危険に立ち向かう、消防で大切なのは「和」

同じ釜の飯を食う―それが大事

夜
の
出

万 動

全
に

の も

体
制
で

1日当たりの出動は平均27.9回

す
。

近
く
ま
で
行
く
と
、
誘
導
す

る
人
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

救
急
隊
員
は
倒
れ
て
い
る
人

に
声
を
掛
け
ま
す
が
、
反
応
は

あ
り
ま
せ
ん
。
救
急
車
に
収
容

し
、
応
急
処
置
を
施
し
ま
す
。

同
時
に
、
市
内
医
療
機
関
と

連
絡
を
取
り
、
ど
の
病
院
に
搬

送
す
る
か
を
決
め
ま
す
。

病
院
ま
で
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
な
が
ら
急
行
。
病
院
で
は
、

す
で
に
容
体
を
聞
い
て
い
る
の

で
、
す
ぐ
に
手
当
て
が
施
さ
れ

ま
し
た
。



朝
の
洗
車
、
水
は
ま
だ
冷
た
い

再
び
大
交
代

2
4
時
間
が
始
ま
る

午
前
８

時
を
回
る
と

、
日
勤
職

員
・
交
代
す
る
隔
日

勤
務
職
員
が

早
く
も
出
勤
し
て
き
ま
す
。

８
時
5
5分

、
大
交
代
。
消
防
署

の
長
い
二
十
四
時
間
か
ま
た
始
ま

り
ま
す
。

出
動
の
と
き
は
厳
し
い
表
情
に

な
り
ま
す
が
、
ふ
だ
ん
は
な

ご
や

か
な
雰
囲
気
も
た
だ
よ

う
消
防
署
。

チ

ー
ム
ワ
ー
ク
が
も
の

を
い
う
仕

事
で
す
か
ら
、
心
の
つ

な
が
り
も

大
切

な
の
で

す
。

「
家
族
と
い
る
よ
り
、
長
い
時

間
を
こ
こ
で
過

ご
し
て
い
る
か
ら

ね
」
。
あ
る
職
員
の
言
葉

が
、
印
象

的
で
し
た
。

平成５年火災等災害概況DATA④

救助活動状況

救 助出 場件 数 は185 件( 昨年

比３ 件、1.6 ％減) 、う ち 活動

件数 は77 件( 同23 件、42.6%

増)。救 助人員 は44 人( 同４ 人、

10.0 ％ 増) でし た。

救 助件 数は平 成３ 年を ピ ー

クに 減少 傾向 にあり ま すが 、

活動 件数 、救 助人 員 は大 幅な

増加 を示 しま し た。こ れ は、

火 災現 場での 救 助活 動が 大き

く 伸び たた めで す。

ペ
ツ

ド
メ
イ
ク
も
慣
れ
た
も
の

たとえ誤報でも全力を注ぐーそれが消防の仕事

大交代ー新しい24時間へ

消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー

消
防
職
団

員
や
自
主

防
災
組
織
・

事

業
所

な

ど
市
民

の
訓

練
に

使

わ
れ
ま

す
。

申
し

込
み

は

消
防

局
救

急

防
災
課

・
各

消
防

署
へ

●
八
ヶ
崎
四
－

五
〇
－

二

●
4
8－1

９
６
６

消防職員による訓練 防火防火小屋

庁
舎
前

に
、
四

季

折

々
の
花
で

飾

ら
れ

た
「

防
火

防
火
（

ぽ
か

ぽ
か
）
小

屋
」

が
あ
っ
て

、
市

民

の
目

を
楽
し

ま
せ

て

い
ま
す

。

●
二
十
世
紀
が
丘
梨
元
町
一

●
9
2－0
1
1
9
　
　
　
　

｀
　
ｉ

二
十
世
紀
が
丘
消
防
署

コスモス

コ

ス
モ

ス
を

「
防
火

の
花

」

と

し
て

い
て

、
毎

年
秋

に
な

る
と

、

署

の
周
り

に
、

白

や

ピ
ン
ク
色

の

花

が
咲
き
乱

れ
ま

す
。

●
高
塚
新
田
三
五
九－

一
九

●
9
1－0
1
1

９
　
　
　
　
　

１
Ｉ

東
部
消
防
署

消
防
署

の
人

口

に
は
、

江
戸

時

代

の
人

々
の

暮

ら
し

を

描

い
た

絵

が
飾

っ
て

あ

っ
て
、

訪
れ

た

人

の
目

を
引

い

て
い
ま

す
。

●
六
高
台
七
－

九
四

●
8
6－

０
３
７
7

入口にかかれた絵

六
実
消
防
署

手
際
よ

く
清
掃
が
済
む
と
、
小

休

止
の
後
、
朝
の
ミ
ー
テ

″
ン
グ
。

交
代
に
備
え
て

、
申
し
送
り
事
項

な
ど
を
整
理
し
ま
す
。

消
防
署
の
起
床
時
刻
は
午
前
６

時
4
5分
。
こ
の
日
の
夜
間
は
火
災

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

庁
舎
内
、
車
両
の
清
掃
で
す
。

一
何

事
も
な

か
っ
た
朝
が
、

一
番

さ
わ
や
か

し
、
現
場
へ
急
行
し
ま
す
。

市
内
の
火
災
の
場
合
、
平
均
す

る
と
、
わ
ず
か
四
分
で
現
場
に
到

着
し
ま
す
。
直
ち
に
消
火
作
業
に

入
り
ま
す
が
、
違
法
駐
車
の
た
め
、

消
火
活
動
が
妨

げ
ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

狹
い
道
で
の
駐
車
や

、
消
火
栓

付
近
の
駐
車
は
や
め
ま
し

ょ
う
。

夜
1
0時
か
ら
仮
眠
に
入
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
夜
間
の
出
動
に
備

え
、
服
は
着
た
ま
ま
で
す
。

受
け
付
け
は
二
十
四
時
間
待
機

し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
の
で

、

２

時
間
1
5分

ご
と
に
交
代
し
ま
す
。

緊

急
の
出
動
に
な
る
と
、
一
斉

に
防
火
服
を
身
に
つ
け
、
消
防
車

に
乗
り
込
み
ま
す
。
こ
の
間
、
わ

ず
か
数
十
秒

。
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

服
を
着
た
ま
ま

ベ
ッ

ド
の
中
へ

出動！1分1秒のロスが人の命を左右する

火
災
出
動

火
災
の
出
場
指
令
は
、
ピ
ー
と

い
う
音
の
後
に
場
所
・
種
類
・

規
模
が
放
送
さ
れ
ま
す
。
市
内
ど

こ
の
火
災
で
も
、
全
消
防
署
で
一

斉
放
送
さ
れ
ま
す
。

職
員
は
、
放
送
を
聞
い
て
自
分

の
署
の
区
域
の
火
事
か
ど
う
か
判

断
し
ま
す
が
、
火
災
の
種
類
に
よ

っ
て
は
他
地
区
で
も
出
動
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
す
。

午
前
7
時
4
5
分
、
早
朝
の
掃
除

も
終
わ
っ
て
、
一
息
つ
い
て
い
る

こ
ろ
、
出
場
指
令
が
流
れ
ま
し
た
。

火
災
報
知
器
が
作
動
し
、
煙
が
見

え
て
い
る
と
い
う
内
容
で
す
。

直
ち
に
消
防
車
が
現
場
へ
急
行

し
ま
す
。
車
内
で
は
地
図
を
広
げ
、

現
場
を
確
認
。
同
時
に
最
も
近
い

消
火
栓
を
探
し
ま
す
。

現
場
に
向
か
う
途
中
、
無
線
が

入
り
ま
し
た
。
通
報
は
誤
り
で
、

火
事
で
は
な
い
と
の
こ
と
。
各
車

両
に
そ
れ
ぞ
れ
署
に
戻
る
よ
う
指

示
が
入
り
ま
し
た
。

出

場

災
害



み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

築 協 定 で

住
宅
な
ど
を
建
て
る
場
合
に
は
、
建
築
基
準
法
に

定
め
ら
れ
て
い
る
、
い

ろ
い

ろ
な
「
決
ま
り
」
を
守

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
は
最
低
限
の
街

づ
く
り
の
ル
ー
ル
で
す
。

法
で
許
さ
れ
る
か
ら
と
い
っ

て
限
度
い
っ

ぱ
い
の

建
物
が
増
え
る
と
、
日
照
・
通
風
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

な
ど
の
面
で
、
近
隣
の
人
た
ち
の
間
で
、
ト
ラ
フ
ル

ガ
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル

を
未
然
に
防
ぎ
、
住
み
良

い
街
づ
く
り
の
た
め
の
手
段
と
し
て
、
建
築
基
準
法

で
定
め
る
「
建
築
協
定
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
地
域
の
特
性
に
応
じ
、
良
好
な
住
環

境
を
維
持
増
進
す
る
た
め
、
土
地
・
建
物
の
所
有
者

全
員
の
合
意
で
、
自
主
的
に
建
築
基
準
法
よ
り
厳
し

い
ル
ー
ル
を
定
め
、
運
営
し
て
い
く
も
の
で
す
。

市
で
は
建
築
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

醴
建
築
指
導
課
建
築
指
導
係

良好な住環境は子供たちを伸び伸び育てます

こ

ん
な
こ

と
で

困

っ
た
こ
と

は
？

皆
さ
ん
の
周
囲
で
次
の
よ
う

な
こ
と
で
、
困
っ
た
こ

と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

○
環
境
の
良
い
一
戸
建
て
住
宅

地
だ
っ
た
の
に

、
空
き
地
や

転
売
さ
れ
た
跡
地
に
、
ア
パ

ー
ト
や
ワ
ン
ル

ー
ム
マ
ン

シ

ョ
ン
が
建
ち

始
め
た

○
敷
地
を
分
割
し
て
建
て

た
り

、

敷
地
い
っ
ぱ
い
に
増
築
す
る

人

が
増
え
、
日
当
た
り
や
風

通
し
が
悪

く
な
っ
た

○
突
然
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

が

建
つ
こ

と
に
な
っ
た

○
思
い
思
い
の
家

が
建
ち
、
街

に
統
一
感
が
な
く
な
っ
た

◇
　
　
　
　

◇

建

築
協
定
の
制
度
を
活
用
す

れ
ば
、
以
上
の
よ

う
な
ト
ラ

ブ

ル

が
な
く
な
り
、
住
み
良
い
街

づ
く
り
が
で

き
ま
す
。

※
既
存
の

住
宅
地
で
は
、

あ
ま

り
欲
ば
ら
ず
に
、
皆

さ
ん
の

賛
成

が
得

ら
れ
る
内

容
に
ま
と
め
る
こ
と

が
大

切
で
す
。
た
と
え

、
一
つ
で

も

協
定

が
で

き
る
と
、
よ
り
よ
い
街

づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま

す
。

建築協定は住宅地だけでなく、商業地や工

業地でも結ぶことができます。商業地ではイ

ラスト のような建築協定により、調和のある

美しい商店街としてイメージアップを図るこ

とができます。

上本郷･松ヶ丘団地で

市内初の建築協定締結

閑
静
な
住
宅
街
で
す

上
本
郷
の
松
ヶ
丘
団
地

自
治

会
で
、
市
内
初
の
建
築
協
定
が

結
ば
れ
、
昨
年
1
2月
2
8日
に
市

の
認
可

を
受
け
ま
し
た

。

松
ヶ
丘
団
地
は
昭
和
3
7年
に

二
尸
建
て

住
宅
と
し
て
分
譲
が

始
ま
っ
た

、
市
内
で

も
古
い
団

地
で

す
。

区
域
面
積
は
約
一
・
八
㌶
、

七
十
九
区
画
。
土
地
所
有
者
は

百
六
人
で

、
全
員
の
合
意
で

協

定
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

協
定
の
概
要

（
抜
粋
）
は
次

の
と
お
り
で

す
。

※
[
　
]
内
は
建
築
基
準
法
に
よ

松ヶ丘団地自治会長

田 辺　 義 夫 さル（右）

工業地では、住宅の新築を認めない協定を

結ぶことにより、工業地としての環境を守れ

ます。また、業種などを協定することにより、

特定の工業地として発展することができます。

る

第

一

種
住

居

専

用

地

域
の

規

定

。有

効

期
間
・
…
認
可

公

告

の

あ

っ

た
日

か

ら

十

年

敷

地

関

係
・・
・
分

割

の

禁

止

（

た
だ

し

書

き
に

よ

り

二

分

割

ま
で

）
。
敷

地

分

割
時

の

容

積

率

は

九
〇

％
以

内

〔
一

〇

〇
％

以

内

〕建

物

用

途
・
上

戸

建
て

専

用

住

宅

の
み

一
一

戸

建
て

専
用

の

規

定

な
し

〕

建

物

高

さ
・
：
九

肩
以

下

平

衍
以

下

〕

付

属

車
庫
・
：
高

さ
三

が
以

下

、

面

積

三

十
六

平

方
μ

以

内

付

属

物
置

…

軒

高

二

・

Ξ
μ

以

下

、
面

積

五

平

方
μ

以

内

こ
の
団
地
が
で
き
て
三
十
二
年
に
な

り
ま
す
が
、
住
民
が
こ
の
街
の
良
好
な

住
環
境
を
維
持
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

で
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
、
自
治
会
の
法
人
化
が
で
き
た

こ
と
も
、
団
地
を
一
つ
に
し
た
ん
で
し

ょ
う
が
、
市
の
応
援
が
な
け
れ
ば
、
協

定
は
結
べ
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
た
ち
は
、
こ
の
住
環
境
を
守
る
と

い
う
よ
り
、
も
つ
と
良
く
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
永
く
こ
の
街
を
愛
し
続
け
て

い
き
ま
す
。

歯
を
大
切
に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

（
健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に
）

そ
の
六
　

高
校
生
（
1
5～
1
8歳
）

高
校

に

進

学
し

た

人

も

、

社

会
人

に

な

っ
た

人

も
い

る

で

し

ょ

う

が

、

も
う

完

全
に

自

分
の

体

の

健

康
は

自

分
で

守
ら

な

く
て

は

な

り

ま
せ

ん

。

こ

の
こ

ろ
に

な

る

と
人

に

よ

っ
て

は

、

歯
周

病

（
い

わ

ゆ

る

歯

槽

膿
漏

）

に

罹

患
し

て

い

る
こ

と

が
あ

り

ま

す

。

歯

周

病
は

口

の

中
の

細
菌

（
歯

垢

）

が
原

因
で

起
こ

る

病

気
で

す

が
、

細

菌
と

と

も

に

重
要

な

要

素

と
し

て

、
体

に

備

わ
っ

て

い

る

免
疫

機

構

（
抵

抗

力
）
が
あ

げ
ら

れ

ま
す
。

こ

れ
は

遺

伝

的
な

影

響

を

多

分
に

受
け

る
の

で

、
特

に

お

父

さ
ん

や

お
母

さ
ん

が

歯

周

訶
で

悩

ん
で

い

る
よ

う

な

場

合
は

要

注

意
で

す

。
今
の

う

ち
か

ら

、

し

っ
か

り

し

た

予

防
の

仕

方

を

身
に

つ

け
て

将

来

、
歯

周

病
で

歯
を

失

う

こ

と

の

な
い

よ
う

に

し

ま
し

ょ

う
。

個
々

の

歯

並

び
や

噛
み

合

わ
せ

に

よ

っ
て

、
そ

の
人

に

合
っ

た

ブ
ラ

ッ
シ

ン

グ
の

方

法
や

使

用

す

べ
き

補

助
用

具

な

ど

が

あ
り

ま
す

の
で

、
お

近

く

の

歯

科
医

院
で

一
度

指

導

を

受
け

る
こ

と

を

お
勧

め

し

ま

す

。

ま

た

、

大
切

な

大
臼

歯

を

虫

歯

の

た
め

に

失

う
人

も

、

こ
の
年
齢
あ
た
り
か
ら
出
て

く
る
よ
う
で
す
。
歯
科
疾
患

は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
自
然
治

癒
し
な
い
の
が
特
徴
で
す
。

分
か
っ
て
い
な
が
ら
放
置

し
て
し
ま
っ
た
の
で
は

、
後

で
後
悔
す
る
ば
か
り
。
今
、

不
自
由
を
感
じ
て
い
な
く
て

も
、
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
総
入

れ
歯
へ
の
道
を
た
ど

り
始
め
て
い
る
の
で

す
。

初
期
の
う
ち
に

手
を
打
て

ば
、
痛
い
思
い

を
し
な
く
て

も
済
む
し

、
治
療
し
た
歯
も

長
持
ち
し
て

良
い
こ

と
ず
く

め
な
の
で

す
が
＝・
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
歯
周
病
、

虫
歯
、
顎
関
節
の
問
題
等
、

歯
科
的
な
疾
患
が
す
べ
て

出

そ
ろ
う
年
齢
で
す
。
後
に

な

っ
て
苦
労
し

な
い
た
め
に

、

定
期
的
に
歯
科
医
院
に
足

を

運
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

（
松
戸
歯
科
医
師
会
）

定期的な検診が大切

建

自治会建築協定運営委員

北 川　 敏 雄 さん（左）

商業地でも結べます

住
み
よ
い

ゆ
っ
た
り
と
し

た
住
宅
地
に
し

た
い

プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
守
り
た
い

日

照
を
で
き
る

だ

け
確
保
し
た

い 良
好
な
住
宅
地

の

美
観
を
守
り

た
い

低
層
住
宅
地
の

環
境
を
守
り
た

い 純
粋
な
住
宅
地

に
し
た
い

目
　
的 住

宅
地
に
お
け
る
建
築
協
定

建
築
基
準
法
に
基

づ
い
て

定
め
ら
れ
て
い
る
建
ぺ
い

率

や
容
積
率
よ
り

も
厳
し
い

基
準
を
定
め
ま
す
。

敷
地
を
分
割
し
て
過
少

な
敷
地

を
作
ら
な
い
よ
う
敷

地
の

最
低
規
模
を
定
め
た
り

、
場
合
に
よ
っ

て
は
、

再
分

割
を
禁
止
し
ま

す
。

隣
地
境
界
線
か
ら
の

外
壁
後
退
距
離
を
定
め
ま

す
。

階
数
の
制
限
を
し
ま

す
。

北
側
境
界
線
か

ら
の

外
壁
後
退
距
離

を
厳
し

く
し
た

り
、
二
階
以
上
の

外
壁
後
退
距
離
を
定
め
ま

す
。

道
路
か

ら
の

外
壁
後
退
距
離
を
定
め

、
家

並
み
を
そ

ろ
え
ま

す
。

ブ
ロ
ッ

ク
塀
の

高
さ
を
制
限
し
た
り

、
生

け
垣

や
生

け
垣
併
用
の
塀
と

し
ま
す
。

屋
根
の
形
状

・
外

壁
の
色
な
ど
を
統

一
し
ま

す
。

建
物
の
高

さ
、
階
数
な
ど
を
制
限
し

ま
す
。

住
宅

を
一
戸
建

て
に
限
定
し
ま

す
。

住

宅
用

の
建
物
だ
け

を
認
め

る
協
定
を
し
ま
す
。

た

だ
し
、
日

常
生
活
に
必
要

な
小
規
模
な
店
舗

や
診
療
所
な
ど
、
あ
る
程
度
の
例
外
を
認
め
る

方
が
協
定
し
や
す
く
、
環
境
を
守
り
な
が
ら
利

便
性
の
あ
る
街
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。

協
　
定
　
の
　
内
　
容

街



市長の窓

平成６年度

市　 政
消費生活

す
で

に
新
聞
紙
上
で

報
道

さ
れ
て
い
ま
す
の
で

、
ご
承

知
の
方
々
も
多
い
と
存
じ
ま

す
が
、
こ
の
度
伊
勢
丹
の
増

床
が
本
決
ま
り
と
な
り
ま
し

た
。伊

勢
丹
が
現
在
の

店
で
営

市
政
モ
ニ
タ
ー

市
政
モ
ニ

タ
ー
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の

意
見
を
、
市
政
全
般

に
反
映
さ
せ
て
い
こ

う
と
い
う

制
度
で

す
。

業

を

開
始

し

た
の

は

、
昭

和

4
9年
４

月

、

私
の

最

初

の

市

長
選

後

、
間

も

な
い
こ

ろ

の

こ

と

で

し

た

。

伊

勢
丹

の

前
に

は

「

松

戸

市
立

中
部

小
学

校
跡
記

念
碑
」

と

書
か

れ

た
石

碑

が
あ

り

ま

伊勢丹松戸店

す
。
こ
こ

は
も
と
も
と
中
部

小
学
校
の
校
地
だ
っ
た
の
で

す
。私

の
前
の
市
長
の
松
本
さ

ん
は

、
市
長
就
任
後
、
松
戸

駅
周
辺
の
商
業
振
興
の
た
め
、

松
戸
に

デ
パ
ー
ト
を
誘
致
し

、

そ
の
用
地
と
し
て
中
部
小
の

敷
地
を
充
て
た
い
と
お
考
え

に
な
り
ま
し
た

。

曲
折
は
あ
り
ま
し
た
が
、

学
区
の
方
々
の
理
解
も
得
ら

れ
、
中
部
小
は
現
在
地
に

移

北部市場を見学

に

、
出

席

が
可

能

な
人

定
員
・
・・
二
十

人

任

期

…
４

月
１

日

か

ら

一

年

間

謝
礼
・
：
年

額

一
万

円

程

度

兩
３

月
４

日

窗

必
着

で

、
（

ガ

キ
に

市

政

に
つ

い

て

の

簡

単
な

意

見

・
ま

た

は
モ

ニ

タ

ー
に

応

募
し

た

動

機

と

、
住

所

・

氏
名

（
フ

リ

ガ
ナ

）
・

年

齢

・
職

業

・

電

話
番

号

を

記
入

し

て

、

〒
2
7
1

松

戸
市

根
本

三
八

七

―
五

松
戸

市

役
所

市

民

相

談
室

へ

５年度モニター

酒 井　 孝 さん

自
分
な
り
に
地
域
の
こ
と
を

知
り
た
く
て
、
モ
ニ
タ
ー
に
応

募
し
ま
し
た
。

ご
み
処
理
の
最
前
線
の
見
学

や
、
市
長
や
助
役
と
の
意
見
交

換
な
ど
、
勉
強
す
る
機
会
が
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。

ー
の
一
社
で
あ
り
ま
し
た
三

菱
地
所

が
百

貨
店
の
誘
致
に

協
力
し
、
伊
勢
丹
の
松
戸
市

進
出

が
決
ま
っ
た
の
で
し
た
。

し
か
し
、
伊
勢
丹
の

営
業

開
始
後
、
隣
接
の
長
崎
屋
が

撤
退
の
意
向
を
示
し
、
昭
和

6
3年
末
に
は
撤
退
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
長
崎
屋
跡

地
は
、
平
成
元
年
３

月
業
務

ビ
ル

用
地
と
し
て

三
井
生
命

が
取
得
し
ま
し
た
。

私
は
、
会
社
に
対
し

、
商

消費生活
キ
ッ
コ

ー
マ
ン
の
工
場
を
見
学

①
研

修
会
・
市
内
外
の
施
設
見

エ

会
議
所
の
意
向
も
あ
り
、

ぜ
ひ

商
業
ビ
ル

を
建
設
し
て

、

松
戸
駅
周
辺
活
性
化
に
貢
献

し
て

欲
し
い
と
強
く
求
め
ま

し
た
。
会
社
も
当
方
の
意
向

を
汲
み

、
そ
の
努
力
を
す
る

こ

と
が
約
東
さ
れ
ま
し
た
。

伊
勢
丹
側
も
三
井
生
命
取

得

地
を
利
用
し
て

、
店
舗
の

増

床
を
す
る
態
度
を
基
本
的
に

固
め
る
に
至
り
ま
し
た
。

そ
れ
以

降
松
戸
市
に
お
い

て
も
、
そ
の
実
現
の
た
め

、

生
活
面
で
の
知
識
が
広
が
れ

ば
と
思
い
応
募
し
ま
し
た
。
グ

ル
ー
プ
で
、
私
は
「
飲
料
水
」

に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

新
素
材
に
水
を
通
し
て
ろ
過

す
る
新
し
い
浄
化
シ
ス
テ
ム
に

興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

５年度モニター
岩下　晴美さん

学
会
へ

の

参
加

②

消
費

生

活
に

関

す

る
問

題

・

意
見

・

要

望
の

提

出

③

計
量

調

査

・
量

目

試

買

検
査

の

実

施

④
テ

ー
マ

別

グ
ル

ー
プ
別

研

究

（
平

成
５

年
度

の
テ

ー
マ

＝

家

計

管

理
・
食

生
活
・
環

境
・

水

・
リ

サ
イ

ク
ル

で

し

た

。

６

年

度
の

テ

ー
マ

は
未

定

で

す

）
‘

再
開
発
の
方
針
や

特
定
街
区

の
指
定
方
針
の

策
定
な
ど
、

都
市
計
画
上
の

懸
案
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た

。

し
か
し
、
既
設
建
物
と
新

設
建
物
と
の
接
続
、
容
積
率

を
ど
う
す
る
か
な
ど
調
整
を

要
す
る
問
題
も
多
く
、
平

成

３

年
以
降
関
係
者
の
間
で

、

協
議
検
討
が
続
け
ら
れ
て

き

ま
し
た
。こ

れ
ら
の
こ

と
は
、

大
変
専
門
的
か
つ
技
術
的
な

こ
と
で

、
こ
こ

で
述
べ
る
こ

と
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
平
成
４
年
末
に
は
、

市
や
県
の

都
市
計
画
審
議
会

の
議
を
経
て
県
知
事
の
承
認

を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

そ
こ
で
伊
勢
丹
側
も
着
工

に
向
け
て

、
昨
年
４

月
以

降

大
店
法
に
基
づ
く
地
元
説
明

会
（
松
戸
市
内
、
葛
飾
区
）

な
ど
も
行
い

、
1
2月
に
は
そ

れ
ら
の
手
続
き
も
滞
り
な
く

完
了
し
、
去
る
１

月
2
5日
に

は
建
築
確
認
も
お
り
ま
し
た
。

伊
勢
丹
の
店
舗
は
一
万
三

千
平
方
封
ば
か
り
増
床
さ
れ

て
三
万

一
千
平
方
片
と
な
り
、

名
実
共
に

都
市
型
百
貨
店
と

し
て
の
形

態
を
整
え
る
こ

と

に
な
り
ま
す
。

増
床
工

事
は
３

月
起
工
、

明
年
1
0月
竣
工
の

予
定
で
す
。

こ

れ
に
よ
り
、
松
戸
駅
周
辺

の
商
業
振
興
、
活

性
化
に
大

い
に

役
立
つ
よ
う
念
願
し
て

い
ま
す
。

北

海

道

南

西

沖

地

震

・

鹿

児

島

豪

雨

台

風

災

害

義

援

金

あ

り

が

と

う

ご
ざ

い

ま

し

た平

成
５
年
1
2月
末
日
ま
で
に
、

被
災
者
救
援
の
た
め
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金

は
、
北
海
道
南
西
沖
地
震
災
害

に
対
し
二
百
三
十
七
件
、
金
額

に
し
て
六
百
五
十
万
六
千
七
百

九
円

。

ま
た
、
鹿
児
島
豪
雨
台
風
災

害
に
対
し
十
二
件
、
金
額
に
し

て
七
十
三
万
九
千
三
百

九
十
八

円
で

し
た
。

こ

の
お
金
は
、
共
同
募
金
会
、

日
本
赤
十
字
社
を
通
じ

、
被
災

地
に
送
金
し
ま
し
た
。

な
お
、
義
援
金
は
今
後
も
援

護
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

醴
援
護
課
社
会
係

国

民

健

康

保

険
被

保

険

者

証

の

更

新

を

し

ま

す

現
在
の
「
国
民
健
康
保
険
被

保
険
著
証
」
と
「
国
民
健
康
保

険
退
職
被
保
険
者
証
」
は
、
３

月
3
1日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま

す
。該

当
す
る
世
帯
に
は
３

月
初

旬
に
郵
送
し
ま
す
が
、
入

院
な

ど
で
自
宅
以
外
の
場
所
に
郵
送

を
希
望
す
る
人
は
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

新
し
い
被
保
険
者
証
は
届
き

し

だ
い

使
え
ま

す
の
で

、

古

い
被
保
険
者
証
は
、
国
民
健
康

保
険
課
ま
た
は
、
市
民
課
・
支

所
の
窓
ロ
ヘ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

問
国
民
健
康
保
険
課
資
格
給
付

係

償

却

資

産

の

申

告

は

お

済

み

で

す

か

償

却

資

産
の

申

告

期

限

〒

月
3
1
日

）

が
過

ぎ

ま
し

た

。

ま

だ

申
告
し
て

い

な
い

人
（
法

人

）

は

、
至

急

申

告
し

て

く

だ

さ

い

。

正

当

な

事
由

が

な

く

申
告

し

な

か

っ
た

り

、
虚

偽
の

申
告

を

し

た

場

合
に

は

、

過

料

等
を

科

さ

れ

た

り

、
不

利

益

な

扱
い

を

受

け

る
こ

と

が
あ

り

ま

す
の

で

ご
注

意

く
だ

さ

い

。

閲

資

産

税
課

税

課

償

却

資
産

係

ク

リ

ー

ン

セ

ン

タ

ー

内

温

水

プ

ー

ル

・

六

実

高

柳

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー
内

ふ

ろ

が

臨

時

休

業

し

ま

す

ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
温
水

プ
ー
ル
は
２
月
2
0日

⑧
～
３

月

1
0日

困
、
六
実
高
柳
老
人
福
祉

セ
ン

タ
ー
内
ふ
ろ
は
２
月
2
0日

㈲
～
３
月
７
日
㈲
の

間
、
定
期

整
備
の
た
め
休
業
し
ま
す
。

蠢
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
温
水

プ
ー
ル

容
8
5－
7
1
0
0

番
、

六
実
高
柳
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

容
8
6－
3
4
7
8

番

市
民
相
談
室
を

ご
利
用

く
だ
さ
い

六

実

地

区

の

町

名

地

番

が

変

わ

り

ま

し

た

１

月
2
9日
か
ら
左
表
の
と
お

り
変
わ
り
ま
し

た
。

教
育

委

員

会

会

議

を

開

催

し

ま

す

２

月
1
0日
閑
午
後
１
時
か
ら

会
場
教
育
委
員
会
五

階
会
議
室

閲
教
育
委
員
会
総
務
課
登
6
6－

7
4
6
0

番

固

総
務
部
庶
務
課
町
名
整
備
係

一
年
以
上
居
住
し

、
住
民
基
本

台
帳
等
に
登
載
さ
れ
て
い
る
二

十
歳
以
上
の
人
②
国
お
よ
び
地

方
公

共
団
体
等
の

職
員
で
な
い

人
③
市
に
関
係
す
る
役
職
の
委

嘱
を
受
け
て
い
な
い
人

④
市
で

、

ほ
か
の

制
度
の
モ
ニ

タ
ー
に
就

任
し
て
い
な
い
人
⑤
平
日
に
開

催
さ
れ
る
会
議
（
研
修
会
）
等

転
さ
れ
た
の
で

す
が
、
移
転

後
、
そ
の
地
に

デ
パ

ー
ト
の

進
出
は
な
か
な
か

、
め
ど
が

つ

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
、
松
本
さ
ん
の
命
を

受
け

、
都
内
の
百
貨
店
す
べ

て
に
松
戸
へ
の

進
出
を
訴
え

伊
勢
丹
の
増
床
に
つ
い
て

て
回
っ
た
の
で

す
が
、
よ
い

返
事
は
得
ら

れ
ま
せ
ん
で
し

た
。そ

の
こ
ろ

、
新
松
戸
地
区

の
開
発
が
決
ま
り
、
そ
の

開

発
を
担
当
し
た
デ
ベ
ロ
ッ
パ

宮
間
満
寿
雄

五
香
六
実
の

一
部

変
更
地
区

六

実

三

丁

目

～
六
丁
目

新
町
名

日

常
生
活
の
道
し
る
べ
に
・：

モニター

モ
ニ
タ
ー
の
仕
事

募
集
概
要

対
象
…
市
内
在
住
の
二
十
歳

以
上
で
平
日
の
活
動
が
可
能
な

人
・
先

着
三
十
人

任
期
・：
４
月

―
日
か
ら
一
年

間
謝
礼
・：
年
額
二
万
円
程
度

圃
３
月
７
日
側
ま
で
に
、
電
話

で

消
費
生
活
課
消
費
生
活
係
昔

6
6－
7
3
2
9

番
へ

消
費
生
活
モ
ニ

タ
ー
制
度
は
、

消
費
者
の
意
見
を
市
政
に
反
映

さ
せ

る
た
め
の
制
度
で
す
。

消
費
者
と
し
て
の
い
ろ
い
ろ

な
知
識
を
高
め
る
こ
と
も
で

き

ま
す
。

あ
な
た
も
消
費
生
活
モ
ニ

タ

ー
に

な
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

モ
ニ
タ
ー
の
仕
事

募
集
概
要

対
象
…
①
市
内
に
引
き
続
き

市
政
へ
の
意
見
提
出
の
ほ
か
、

会
議
（
研
修
会
）・
市
内
公
共
施

設
の
見
学
・
市
議
会
の
傍
聴
な

ど

モニター募集



素
敵
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に

婚
前
・
新
婚
学
級
に
ご
参
加
を

結
婚
し
た

ば
か
り
の
方
、
結

婚
を
控
え
た

方
を
対
象
に

、
婚

前
・
新
婚
学
級
を
開
催
し
ま
す
。

お
二
人
の

新
生
活
か
、
よ
り

豊
か
で

よ
り
幸
せ
で

あ
る
よ
う

に

、
こ
の

講
座
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

会
場
…
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー

対
象
…
未
婚
あ
る
い
は

新
婚

の
男
女
（
お
一
人
で

の
参
加
も

可
）

匣
２

月
1
0日
團
ま
で
に
、
電
話

で

小

金

保

健
セ
ン

タ
1

８
4
6

－

［
Ｄ
ａ
り
０

１

番

へ

日　時 内　　　　容

2/14(月)

午後

6時

30

分～

8時

30

分

“結婚”よきパートナーになるために

投稿誌「わいふ」

副編集長　和田好子氏

※血圧測定、尿検査を無料で実施します。

21(月)

気 がつい てから では 遅すぎる

妊娠 ・出 産の心得

医師　　　 林　 謙治氏

※希望者には血液検査(貧血･梅毒・風疹抗体価等)を有

料で実施します。当日は印鑑を持参してください。

28(月)

幸福な家庭設計のために

保　健　婦

※検査結果をお知らせします

３／７(月)

調理実習

手軽にできるおもてなし料理

栄養士　橋本園子氏　費用800円

14(月)

豊かな感性を育てる

～童話の世界に遊ぶ～

童話作家　　鈴木喜代春氏

ジャガイモ農園

オーナー募集

種
イ
モ

を
植
え
た
時
か
ら

あ
な
た
は
農
園
の
オ
ー
ナ

ー
。

生
育
状
況
を
楽
し
み
な
が
ら

、

イ
モ
掘
り
が
体
験
で
き
ま
す
。

自
分
で
掘
っ
た
新
鮮
な
ジ

ャ
ガ
イ
モ

を
、
ご
家
族
で

味

わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

自
分
が
掘
っ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
味
は
格
別

期
間
…
種
イ
モ
の
植
え
付

け
（
２

月
下

旬
）
か

ら

収

穫
（
６

月

下

旬

）

ま
で

※
植

え

付
け

、
肥

培

管

理

は

、

農

家

が

行
い

ま

す

。

地
区
…
下
矢
切
地
区

区
画
…
一
区
画
十
平
方
な

費
用
…
一
区
画
三
千
円

予
想
収
穫
量
…
十
六
劭
愽

程
度

圉

２

月
2
5
日

窗

ま

で
に

、
往

復
（

ガ

キ
に

区

画

数
・
住

所
・

氏

名
・
電

話

番
号

を

記

入
し

、

〒
2
7
1松

戸

市

根

本

三

八

七

－

五

松

戸

市
役

所

農

政

課
内

松
戸

市

都

市
農

業

振

興

協
議

会

じ

ゃ

が
い

も

係

へ

黯

農

政
課

農

政

係

申告期限は3 /15( 火)まで

確定申告は正しくお早めに
サラリーマンの還付申告

還付申告できる人は、

①多額の治療費を支払った人

②借り入れにより住宅を取得し

たり、増改築をした人

③年の途中で退職し、その後再

就職をしていない人

です。必要書類を持って税務署

へおい出ください。

固松戸税務署S63-1171 番、税

務相談室松戸分室fi67―5416番

４
圀

３
附

２
伽

３
／
１
㈲

2
8回

2
5廊

2
4困

2
3困

2
2関

2
1側

1
8廁

1
7困

1
6㈲

２
／
８
㈲

期
　
日

税

務
署
の
出
張

相
談
・
税
理
士
会
の
無
料

相
談
日

程
表

●
伊
勢
丹

松
戸
店

会
　
　
　
　
　

場

Ｏ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｏ
税
理
士
会

松
戸
支
部

○ ○ ○ ○ ● ● ●

常
盤
平

市
民
セ
ン

タ
ー

Ｏ ○

小
金
原

市
民
セ
ン

タ
ー

● ● ○ ○ ○ Ｏ ○

新
松
戸

市
民
セ
ン

タ
ー

乳
幼
児
医
療
費
支
給
制
度
が

改
正

さ
れ
ま
し
た

乳
幼
児
の
入
院
に

よ
る
保
護

者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
乳
幼
児
医
療
費
支
給
制

度
が
、
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

０
歳
児
に
つ
い
て
は
、
入
院

日
数
の
制
限
が
な
く
な
る
な
ど
、

支
給
対
象
も
広
が
り
ま
し
た
。

支
給
対
象
…
市
内
に
住
ん
で

い
て
①
０
歳
児
で
疾
病
に
よ
り

入
院
を
要
し
た
人

②
満
一
歳
以

上

小
学
校
入
学
前
で

、
疾
病
に

よ
り
継
続
し
て
七
日
以
上
の
入

院
を
要
し
た
人

支
給
額
…
健
康
保
険
法
に
定

め
る
総
医
療
費
の

う
ち
、
健
康

保
険
か
ら
支
給
さ
れ
る
額
・
家

族
療
養
付
加
金
等
・
世
帯
の
所

得
に

応
じ
た
自
己

負
担
額
を
差

し
引
い
た
額

汰
今
回
の
改
正
で

、
所
得
税
非

課

税
世
帯
で

市
民
税
の
均
等

割
、
所
得
割
の
世
帯
は
、
自

己

負
担
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

申
請
期
間
…
医
療
費
を
支
払

っ
た
日
の
翌
日
か
ら
二
年
以
内

申
請
手
続
き
…
①
乳
幼
児
医

療
費
支
給
申
請
書
②
領
収
書
③

家
族
調
書
④
前
年
の
所
得
状
況

を
証
す
る
書
類
（
家
族
全
員
）

⑤
附
加
給
付
証
明
書
（
保
険
組

合
で

附
加
給
付
が
受
け
ら
れ
た

場
合
）

⑤
保
険
証
⑦
印
鑑
を
持

っ
て
健
康
管
理
課
へ

閲
健
康
管
理
課
庶
務
係
容
6
6
1

7
4
8
5

番

２月10日(木)に広報ま

つ ど 税特集号を 発行

し ま す。

児

童

手

当
は

一
人

目
の

子

ど

も
か

ら

支

給

さ
れ

ま

す

。

対
象
…
①
三
歳
未
満
の
児
童

を
養

育
し

て

い

る

②

保

護
者

の

前

年
の

所

得

〒

月

～

５

月

分

ま

で

の

手
当

に

つ
い

て

は

前

々

年
の

所

得

）

が
一

定

額

未
満

の

人

支

給

額

…
月

額

五

千
円

受

付
窓

口
・
・・
援

護

課

・
市

民

受付時間…午 前９時30分（ 伊勢円 松戸店は10時）～ 正午と午後１時～ ４時

※○印は税 理士 会の無料相談 、●印は税 務署の出 張相談

※税理士会では 、小 規模事業者や簡易な 計算で済む人（ 贈与 税・譲渡・消

費税を除く）の無料相談を行います。

※贈与税 ・譲渡 所得・消費税の申告相 談は、税務署にお出 掛けく ださい。

※来場者が多い 場合には、その日の受け 付けを締め切ることもあり ます。

※各会場とも 、車での来場はご 遠慮く ださ い。

課
・
各
支
所

※
手
当
は
、
申
請
し
た
翌
月
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

児

童

手

当
（

二

月

期

分

）
を

支

給

し

ま

す

児
童
手
当
二
月
期
分
（
1
0月

～
１
月
分
）
を
指
定
預
金
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
。
２
月
1
0日

出
以

降
に
受
け
取
っ
て
く
だ
さ

い
。支

給
さ
れ
る
人
…
①
現
況
届

を

期

間
内

に

提

出
し

、
引

き

続

き

受

給
資

格

が

あ
る

と

認

め

ら

れ

た
人

②
平

成
５

年
６

月

以

降

に

新
し

く

認

定

さ

れ
た

人

汰

現
況

届

米

提
出

の

人

は

、
至

急
援

護

課

へ

提
出

し
て

く

だ

さ
い

。

閲

援
護

課

援

護

係

県

立

千

葉
東

高

校

（
通

信

制

課

程

）

生

徒

募

集

願
書
受
付

・
入
学
選
考
期
日

新
入
学
＝
３
月
1
8日
脂
～
2
0日

⑥
、
午
前
９

時
か
ら
、
転
・
編

入
学
＝
３

月
2
4日
困
～
2
6日
出

、

午
前
９

時
か
ら
　

定
員
新
入
学

＝
普
通
科
三
百
五
十
人
、
そ
の

他
＝
普
通
科
若
干
名
　
入
学
者

選
考
面
接
と

作
文

圃
入
学
案
内
・
願
書
等
が
必
要

な
人
は
直
接
、
ま
た
は
百
三
十

円
切
手
を
張
っ
た
Ｂ
５

版
の
返

信
用
封
筒
と

、
新
入
学
・
転
編

入
学
の
区
別
を
明
記
し
た
メ
モ

を
同
封
し
て

〒
2
6
3
千
葉
市
稲
毛

区
嗇
町
一
－

一
八
－

五
二
千
葉

東
高
校
通
信
制
課
程
（

昔
0
4
3
－

2
5
1

－
9
2
2
3

番
）
に
郵
送
で
、

請
求
し
て
く
だ
さ
い

。

放

送

大

学

生

募

集

放
送
大
学
平
成
６

年
度
第
一

学
期
（
４
月
授
業
開
始
）
の
学

生
を
募
集
し
ま
す
。

匣
学
生
募
集
要
綱
は
、（

ガ
キ

か
電
話
で
〒
2
6
1
千
葉
市
美
浜
区

若
葉
ニ

ー
一
一
放
送
大
学
本
部

(
0
0
4
3
上

作一
1
5
1
1
1

番
・

テ
レ
ホ
ン
サ

ー
ビ
ス

登
0
3－
3

5
8
0
－
4
6
0
0

番
）
へ

ち

び

つ

子

探

検

学

校

・

ヨ

ロ

ン

島

事

業

説

明

会

２
月
1
9日
出
、
３
月
５
日
出
午

後
３
時
3
0分
（
５
日
は
３
時
Ｔ

５
時
　
会
場

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

問
国
際
青
少
年
研

修
協
会
登
0
3

－
3
3
5
9

－
8
4
2
1

番

夜

間

急

病

診

療

所

看

護

婦

募

集勤

務
先

夜
間

急
諤

診
療

所
（
衛

生
会

館

内

）
　

勤

務

時

間

午
後

７
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分
　
受
付

期
間

２

月
７

日

側

～
2
4
日

出

閔

保

健

衛

生
課

庶

務

係

昔
6
6－

7
4
8
2

番

ミ

ュ

ー

ジ

カ

ル

の

原

作
（
脚

本

）

を

募

集

内

容
沼

・
湖

・
川

な

ど

広

く

自

然

を
テ

ー
マ

に
し

た

脚

本

匣
２

月
2
8
日

側

ま
で

に

、
四

百

字

詰

め
原

稿

用

紙
二

十

枚

以

上

で

住

所
・

氏

名

（

ペ
ン

ネ

ー
ム

可
）
・
電

話

番
号

を

記

入
し

、
〒

2
7
0
－

ｎ

我

孫

子

市

高
野

山

新
田

一
九

三
手

賀
沼

親

水
広
場
（
容
0

4
7
1

－
8
4
－
0
5
5
5

番
）
へ

※

作
品

は

米

発

表
の

も

の

に

隕

り
ま

す

。

著

作

権
は

手

賀

沼

親

水
広

場

に

帰
属

。

作

品

は

返

却
し

ま

せ

ん

。

市

民

参

加

公

演

「

エ

レ

フ

ア

ン

ト

の

涙

」

出

演

者

オ

ー

デ

ィ

シ

ョ

ン

２

月
1
3
日

照

午
剪

１１一
時
か

ら

と

午

後
７

時

か
ら

（
都

合
の

良

い

方

を

）
　
　
会

場

婦

人

会

館

費

用

無
料
　

公

演
日

５

月
下

旬

圉

電

話
で

松

戸

市
民

劇

団

・
石

上

昔
8
9－
1
9
7
7

番

へ

平

成

６

年

度

中

学

校

給

食

開

始
（

四

校

）
に

伴

う

食

材

業

者

を
募

集

平
成
６

年
度
か
ら
、
左
表
の

中
学
校
で

給
食
を
開
始
し
ま
す
。

安
価
で

良
質
な
食
材
を
、
一
定

の
条
件
の
中
で

安
定
し
て
納
入

で
き
る
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

学校名 所在地 電話

第 一 中 学 校

小 金 中 学 校

牧 野原中学校

新松戸南中学校

岩瀬587

横 須賀187

初富飛地3-22

新松戸南2-124

63-4172

41-0646

84-3021

44-0188

圃
２

月
1
8日
窗
ま
で
に

、
直
接

各
中
学
校
へ

固
保
健
体
育
課
容
6
6－
7
4
5

9
番

児童手当の

申請を



松

戸

市

民

合

唱

団
（

混

声

）

毎
週
木
曜
日

午
後
６

時
3
0分

～
９
時
　

会
場
市
民
会
館
　
費

用
月
二
千
五
百
円
（
入
会
金
千

円
）

閲
井
出
容
4
2－
9
4
1
0

番

さ

つ

き

会

（
体

操

）

毎
週
火
・
金
曜
日
午
後
１
時

～
２
時
3
0分
　

会
場
運
動
公
園

小
体
育
室
　
対

象
家
庭
婦
人

費
用
月
二
千
円
（
入
会
金
千
円
）

固
荒
木
容
6
7－
7
8
3
2

番

松

戸

太
極

拳

毎
週
日
曜
日
午
後
３

時
～
６

時
　
会
場
馬

橋
市
民
セ
ン
タ

ー

対

象
小
学
生
以
上
　

費
用
月
三

千
円

入

会
金
二
千
巴

圃
熊
沢
登
4
1－
9
4
2
5

番

六

高

台

籐

サ

ー

ク

ル

毎
月
第
一
第
三
金
曜
日
午

前
1
0時
～
午
後
１
時
　

会
場
六

実
市
民
セ
ン

タ
ー
　
費
用
月
千

五
百
円
（
入
会
金
五
百
円
）

閲
加
賀
a
8
6
j
5
3
0
3
番

松

戸

い
ず

み

ペ

ン

習

字

毎
週
水
曜
日
午
後
１

時
～
３

時
　

会
揚
市
民
会
館
　
費
用
月

二
千
円
（
入
会
金
千
円
）

固
柳
田
昔
4
5－
7
3
9
0

番

ア
ー
テ
ン
ポ
（
ジ
ヤ
ズ
・
バ

レ

エ

）

毎
週
水
・
土
曜
日

、
㈲
午
前

９

時
～
正

午
、

出

午

後
７

時

～
９

時
　
会
場
小
金
市
民
セ
ン

タ
ー
　
費
用
一
回
三
百
円

入

会
金
な
し
）

醪一
下

久
保
登
4
2－
9
9
8
3

番

松

戸

ド

イ

ツ

語

読

書

会

毎
週
土
曜
日
午
後
２
時
～
４

時
　
会
場
馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー

対
象
初
級
終
了
程
度
の
人
　

費

用
月
千
円
（
入
会
金
な
し
）

閲
元
木
容
4
5－
8
4
6
6

番（
夜

間
の
み
）

親

子

で

育

つ

風

の

子

グ

ル

ー

プ毎
週

金
・
第

一
・
三

火

曜

日

、

午

前
1
0
時

～

幵一
時
3
0
分
　

会
場

馬

橋

市
民

セ

ン

タ

ー
ほ

か
　

対

象

二

・
三

歳

児
と

そ

の

親
　

費

用

月
四

千

円
（
入

会
金

三

千

円
）

固

猪

狩

昔
6
8
1
5
0
4
3

番

ス

バ

ル

ダ

ン

ス

の

会

毎
週
火
曜
日

午
後
７

時
～
９

時
　

会
場
八
ヶ
畸
市
民
セ
ン

タ

ー
　

費
用
月
二
千
五
百
円
（
入

会
金
千
円
）

問
川
田
昔
4
1
1
4
5
8
1
番

舞

夢

新

松

戸

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル毎
週
金
曜
日
午
後
卜
時
～
３

時
　
会
場
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ

ー
　
費
用
月
二
千
円
（
入
会
金

千
円
）

翹一
松
田
容
4
3－
8
2
3
8

番

ト

ー

ク
Ｍ

・

Ｃ

（

話

し

方

教

室

）

毎
月
第
一
第
三
火
曜
日
午

後
6
時
3
0
分
～
９
時
　
会
場
市

民
会
館
　

費
用
月
五
百
円
（
入

会
金
な
し
）

醍
松
下
公
8
7－
5
2
3
4

番

現

代

短

歌

燧

の

会

毎
月
第
四
日

曜
日
午
後
１

時

～
５
時
　

会
場
市
民
会
館
　

費

用
月
千
円
（
入
会
金
六
ヵ

月
ご

と
に
三
千
円
）

閲

佐
々
木
昔
9
2－
6
0
8
1

番

小

金

原

煎

茶

サ

ー
ク

ル

毎
週
水
曜
日
（
月
三
回
）
午

前
1
0時
～
正

午
　
会
場
小

金
原

市
民
セ
ン

タ
ー
　
費
用
月
四
予

円
（
入
会
金
三
千
円
）

閲

渋
谷
公
4
5
1
0
4
8
5
番

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

赤

い

靴

毎
週
金
曜
日
午
後
６

時
～
９

時
　
会
槝
八
ヶ
崎
市
民
セ
ン
タ

ー
　
費
用
月
二
千
円
（
入

会
金

千
円
）
　
対
象
中
級
程
度

問
家
富
豊
6
7－
8
1
7
6

番

北

小

金

社

交

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル毎
週
木
・
日
曜
日

午
後
６
時

～
９

時
　

会
揚
小
金
市
民
セ
ン

タ

ー
　
費
用
月
千
円
（
入
会
金

千
円
）

醴
関
口
登
4
3－
7
8
0
8

番

矢

切

民

謡

サ

ー

ク

ル

毎
週
日

曜
日
午
後
６
時
3
0分

か
ら
　

会
場
矢
切
公

民
館
　

費

用
月
二
千
円
（
入
会
金
五
百
円
）

駟一
武
井

容
6
1－
1
0
9
5

番

鎌

倉

彫

桂

雅

会

毎
週
第
一
～

第
三
火
ま
た
は

木
曜
日
午
前
９

時
3
0分
～
正
午

会
場
市
民
会
館
　
費
用
月
二
千

五
百
円
（
入
会
金
な
し
）

茴
塩
路
昔
4
1－
2
9
7
2

番

舞

夢

馬

橋

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル
　
　
　
　
　
　
　

‘。

毎

週

月

曜
日

午

後
１

時
～

３

時
　

会

揚
馬

橋

市

民
セ

ン

タ

ー

費

用

月

二
千

円
（
入

会

金

千
円

）

問

藤

浪

音
4
3－
1
1
8
6

番

小

金

原

美

容

体

操

サ

ー

ク

ル
①

毎
週

火

曜

日

②

毎
週

木

曜

日

、

午

前
９

時
3
0
分

Å
1
1
1
1

一
時

会

場

小

金
原

体

育

館
　

費

用

月

千

円

（
入

会

金

千

円

）

閲

中

島
｛
一一
4
2－
8
3
0
0

番

ふ

れ

あ

い
社

交
ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

毎
週
日
曜
日
午
後
６
時
～
８

時
3
0分
　

会
場
新
松
戸
市
民
セ

ン
タ
ー
　
費
用
月
二
千
円
（
入

会
金
二
千
円
）

閲
後
関｛
一一
6
3－
4
6
8
2

番

袋

も

の

手

工

芸

サ

ー

ク

ル

毎
月

①
第
二
・
第
四
木
曜
日

午
後
１
時
～
３

時
3
0分

②
第
一

木
曜
日
午
後
６

時
3
0分
～
８

時

3
0分
　

会
揚
①
市
民
会
館
②
婦

人
会
館
　
費
用
①
月
二
千
円（
入

会
金
二
千
円
）
②
月
千
五
百
円

（
入
会
金
千
五
百
円
）

閲
戸
丸
容
8
8－
6
4
0
4

番

手

編

み

並

木

の

会

毎
週
①
水
曜
日
②
木
曜
日

午

前
９

時
3
0分
～
正
午
　
会
場
①

婦
人
会
館
②
常
盤
平
市
民
セ
ン

タ
１‐
　

費
用

月
三

千
六

百
円

（
入
会
金
三
千
円
）

閲
丸
山
容
8
8－
7
2
9
2

番

松

戸
ペ
ン
習
字

ク
ラ
ブ

毎
月
第
一
第
二
・
第
四
金

曜
日
午
前
９
時
3
0分
～
正
午

会
場
市
民
会
館

費
用
月
二
千

三
百
円
（
入
会
金
二
千
円
）

閲
吉
田
容
6
3－
0
7
7
6

番

常

盤

平

ペ

ン

習

字

ク

ラ

ブ

毎
週

水

曜

日
（
月

三

回
）
午
後

１

時
～

４

時
　

会

揚

常
盤
平

市

民

セ
ン

タ

ー
　

費
用

月

二

千
三

百

円

入

会

金

二
千

円

）

醴

森
｛
一一
8
8－
4
4
5
2

番

稔

台

ペ

ン

習

字

会

毎
月
第
一
第
三
金
曜
日
午

後
２

時
～
４

時
3
0分
　

会
場
稔

台
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用
月
千

五
百
円
（
入
会
金
千
五
百
円
）

閲
小

原
登
6
4－
5
7
5
8

番

明

折

紙

サ

ー

ク

ル

毎
月
第
二
・
第
四
水
曜
日
午

後
１

時
～
４

時
　
会
場
明
市
民

セ
ン

タ
ー
　
費
用
月
千
円
（
入

会
金
千
円
）

醴
酒
井
昔
6
2－
5
3
2
6

番

第

一
青

藍

会

毎
月
第
三
水
曜
日
午
前
1
0時

～

午
後
３

時
　

会
場
稔
台
市
民

セ
ン

タ
ー
　
対

象
女
性
　
費
用

年
間
四
千
円
（
入
会
金
な
し
）

閲
稲
本
豊
6
7
1
2
6
6
1
番

勤

労

者

ダ

ン

ス

サ

ー
ク

ル

毎
週
土
・
日

曜
日
午
後
４
時

か
ら
　
会
場

稔
台
市
民
セ
ン
タ

１

費
用

月
二
千
五
百
円
（
入

会
金
千
五
百
円
）

黙

向
後
酋
8
9－
1
6
4
3

番

松

戸

レ
ク

ダ

ン

ス

同

好

会

毎
週
日

曜
日
午
後
６

時
～
９

時
　
会
場
市
民
会
館
　

費
用
月

千
円
（
入

会
金
千
円
）

閲
長
尾
容
8
5－
1
8
6
0

番（
夜

間
）

健

友

会

（

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

六

人

制

）

毎
週
金
曜
日
午
後
７

時
～
９

時
　
会
揚
常
盤
平
第
三
小

学
校

定
員
二
十
人
　

費
用
半
年
間
で

千
円
（
入

会
金
五
百
円
）

固
池
田
登
8
6－
9
2
8
1

番

フ

ラ

ワ

ー

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

（

社

交

ダ

ン

ス

）

毎

週

金

・
日

曜
日

、
午

後
７

時

～
９

時
　

会

場

古

ヶ

崎
市

民

セ
ン

タ

ー
　

費
用
月

三

千
円
（
入

会

金

千
円

）

閲

小

原

登
6
2－
9
2
1
5

番

エ

ア

ロ

ビ

ク

ス

サ

ー

ク

ル

毎
週
①
土
曜
日

午
後
７
聘
3
0

分
～
８

聘
4
0分
②
火

曜
日
午
前

1
0聘
～
1
1聘
1
0分

会
槝
八
ヶ

崎
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用

月
二

千
円
（
入
会
金
千
円
）

閲
金
子

登
4
5－
6
1
3
7

番

リ

ズ

ミ

ッ

ク

カ

ン

フ

ー

常

盤

平

ク

ラ

ブ

毎
週

木

曜
日
（
月

四

回
）
、
午

前
ｎ

時

～

午

後
ｏ

時
3
0
分
　

会

麝

常
盤

平

体

育
館
　

対

象
三

十

歳
以

上
の

主

婦
　

費

用

月
三

千

円

（
入

会

金
千

円

）

醴
木

村

容
8
5－
3
7
0
4

番

森のホール21公演案内・チケットカイド

★3/10 ま での予定です。チケット ガ 売り 切れの催し 物もあり ます。★森のホール21催し物予定

プ リンセスプリンセス

コンサート

4/1

2
開演午後６時30 分 （大ホール）

入場料4,635 円 （全席指定）

発　 売２／６（日）午前10時から

全国一斉発売

窟文化振興財団容84－5050 番

スプ リ ン グコ ン サ ー ト

3／20(月)午後２時開演( 大ホール)

指揮山岡重信／ソリスト干葉馨( ホルン)

演奏ニューフィルハーモニーオーケストラ干葉

曲目スツペ･歌劇「軽騎兵序曲」／モーツァルト･
ホルン協奏曲第１番二長調ほか

入場料全席2,00()円

圀文化振興財団魯84－5050番

トロカデロ･ デ･ モンテカルロバレエ団

来 日10 周 年 記 念 ツアー

８／４困午後６時30分開演( 大ホール)

入場料Ｓ＝8,00()円 Ａ＝7,000円 Ｂ＝6,000円
2/9( 水)午前10時から発売開始予定

題オデツセー**03―3408―0331番

鈴 木雅 之taste of martini special

“LOVE PERFUME"

2 ／8 ㈲午後６時30分開演( 大ホール)

入場料4,600円( 全席指定) 好評追加発売中

閥㈱エニーJT03-5474-788& 番

公演日 ホール 公　演　名　称 開演時間 費用 間い合わせ先

2/6(1日)
大 演劇「早春スケッチブック」 15 : 00 有料 松戸演劇鑑賞会:≫69-5359

小 詩吟発表会（日本国誠流国神会） 10 : 00 無料 鈴木■O61-1018

8㈲ 大 鈴木雅之taste  of martini special “LOVE PERFUME' 18 : 30 有料 ㈱エニー酋03-5474-ｱ888

９團 大 高橋竹山「鞏軽のひびき」 18:30 有料 労音東葛飾センター≫65―9911

11蜘
大 児童アニメ映画会 13 二50 有料 ファミリーフィルム=03 ―3419―7261

小 松戸市民踊教室40周年記念民ようの会 10:30 無料 松戸市民踊教室S87-3261

12山 小 アニメ映写会 ①9 :40 ②12 : 00 有料 国際映画教材センターQ0485-42-6981

13(日) 小 ふれあいコンサート 15 : 00 無料 松戸手をつなぐ親の会S44-4085

17困
大 五木ひろしコンサート'94 ①14:3〔)②18:30 有料 ㈱アイエス昔03-3355-3553

小 婦人のつどい 10 二00 無料 社実践倫理宏正会;≪68―5261

19出
小 '94カワイ音楽教室発表会

13 : 30
無料 カワイ音楽教室新松戸事務所<141-5129

20《日)
10 二00

大 福祉カラオケ大会 10 : 00 無料 中嶋≫61-3233

25廁 大 ＮＨＫ「はつらつスタジオ505」公開録音 18 : 00 整理券 ＮＨＫ千葉放送局*5043―227―7311

26国 小 私たちのコンサート 14 : 00 無料 鈴木S43-3451

27(日) 大 バレエ「くるみ割り人形」 15 : 30 有料 松戸中央こども劇場≪86-9154

3/4 鬧
小 演劇「ママの預金」

18:30
有料 松戸演劇鑑賞会≪69-5359

5山 15 : 00

６(日)
大 さだまさし20th  Anniversary  Concert 18:30 有料 ㈱エニー酋03-5474-7888

小 グループオムニア第２回ピアノ発表会 15 : 00 無料 近藤1*42-9657

８(火) 大 さだまさし20七h Anniversary Concert 18:30 有料 ㈱エニー酋03-5474-7888

９團 大 川田知子バイオリンコンサート 18 : 30 有料 労音東葛飾センター065-9911

1謝 大 グレン・ミラー　オーケストラ 18 : 30 有料 東京音協O03-3201-8116

サークル会員

募集
※会場は変更することもあります

。

舞

夢

Ｍ

Ｋ

（
ダ

ン

ス

）

毎
週
水
曜
日

午
後
１
時
～
３

時
　
会
場
八
ヶ
崎
市
民
セ
ン

タ

ー
　
費
用
月
二
千
円
（
入
会
金

千
円
）

固

清
水
昔
4
2
1
6
7
1
3
番



情

※タイトルが色刷りのものは、
市 の主 催で す。

保
健
衛
生

療

育

相

談

２

月
1
0日
困
午
後
１
時
～
Ｉ

時
3
0分
受
け
付
け
　
会
場
松
戸

保
健
所
　
対
象
乳
児
の
股
関
接

脱
臼

検
診
未
受
診
者
、
整
形
外

科
学
領
域
の
診
察
・
相
談
を
希

望
す
る
十
八

歳
未
満
の
人

寮
乳
幼
児
は

、
必
ず
母
子
手
帳

を
お
持
ち
く
だ
さ
い

。

圃
電
話
で
松
戸
保
健
所
保
健
指

導
課
容
6
1－
2
1
2
1

番
へ

療

育

相

談

会

２

月
一
１１
日

竕

午

後
１

時

～
５

時
　

会
場

松

戸

ク
リ

ニ

ッ

ク
分

室
　

内

容

乳

幼

児
の

生

活

指
導

講
師

健

生

病

院
心

理

士

・
井

手

み

ど

り

氏

、

松
戸

ク
リ

ニ

ッ

ク

院
長
・
丸
山
博
氏

圉

電

話
で

日

本
て

ん

か
ん

協
会

千
葉

県

支

部

事
務

局

（
担

当

古

川

）

登
0
4
7
4

－
4
6
1
5
8

8
7

番
へ

休

日

・

土

曜

日

夜

間

歯

科

診

療

所

か

ら

の

お

願

い

衛
生
会
館
で

行
っ
て

い
る
、

休
日
・
土
曜
日

夜
間
歯
科
診
療

は
、
突
然
の
歯
痛
な
ど
で

困
っ

た
と
き
に
、
応
急
的
に
処
置
を

行

う
歯
科
診
療
所
で

す
。

継
続
的
な
治
療
や
、
以

前
か

ら
分
か
っ
て
い
る
歯
痛
の
治
療

は

、
一
般
の

歯
科
診
療
所
で
お

願
い
し
ま
す
。

固
保
健
衛
生
課
庶
務
係
容
6
6－

7
4
8
2

番

原

爆

被

爆

者

二

世

の

健

康

診

断対

象
両
親
ま
た
は
ど
ち
ら
か

が
原
爆
被
爆
者
で
、
受
診
を
希

望
す
る
人
　
実
施
期
間
１
月
2
5

日

㈹
～
３
月
1
0日
困
（
市
立
病

院
な
ど
へ
委
託
し
て
実
施
）

匣
２
月
1
5日

㈹
ま
で
に
、
（

ガ

キ
に
健
康
診
断

希
望
と
明

記
し
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
生

年
月
日
・
被
爆
者
（
両
親
・
母

親
・
父
親
）
を
記
入
し

、
〒
2
6
0

千
葉
市
中
央
区
市
場
町
一
－

一

千
葉
県
保
健
予
防
課
防
疫
結
核

係
（
登
0
4
3
－
2
2
3
－
2
6
0
8

番
）

へ

新

春

市

民

将

棋

大

会

２
月
1
3日
㈲
午
前
1
0時
か
ら

会
揚
市
民
会
館
　
対
象
市
内
在

住
・
在
勤
者
　
費
用
千
五
百
円

（
昼
食
代
含
む
）

匣
当
日
会
場
で

問
松
戸
新
聞
社
・
小
河
原
登
8
6

－
4
5
1
1

番

あ

ん

ま

・

は

り

・

き

ゅ

う

施

術

奉

仕

を

し

ま

す

２
月
2
7日
㈲
午
前
９

時
3
0分

か
ら
　

会
場

総
合
福
祉
会
館
内

身
障
者
セ
ン

タ
ー・

圃
２

月
1
5日
㈹
必
着
で

、
往
復

（

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

健
康
保
険
の

種
類
、
希
望
の
施

術
種
類
を
記
入
し
、
〒
2
7
1
松
戸

市
上
矢
切
二
九
九
－

一
松
戸
市

総
合
福
祉
会
館
内
身
障
者
セ
ン

タ
ー
へ
（
一
人

一
通
に
限
る
）

問
松
戸
市
視
覚
障
害
者
協
会
・

佐
倉
豊
8
7－
3
4
2
9

番

汰
協
会
の
会
員
も
募
集
中
。

三

歳

児

健

康

診
査

対

象
平
成
２

年
1
0月
生
ま
れ

の
幼
児
　

健
診
日
２
月
８
日
・

1
5日
・
2
2日
、
３
月
１

日
の
各

火
曜
日
　

会
場
松
戸
保
健
所

寮
該
当
者
で

健
康
診
査
票
が
届

か
な
い

場
合
は
、
（

ガ
キ
に

左
記
要

領
を
記
入
し

、
申
し

込
ん
で

く
だ
さ
い

。

ハガキ記入要領爬
松
戸
保
健
所
保
健
指
導
課
容

6
1－

９
冫
上
９
乙
１
番

骨

髄

バ

ン

ク

を

知

る

集

い

２
月
2
6日
出
午
後
１
時
3
0分

開
演
　

会
場
柏
市
民
文
化
会
館

費
用
無
料
　
内
容
講
演
「
骨
髄

移
植
の
変
遷
と
未
来
」
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ほ
か
　
講

師
東
京
慈
恵
会
医

科
大
学
助
教

授
・
星
順
隆
氏

閲
千
葉
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡

会

容
0
4
3
8
－
6
3
1
9
4
［
Ｄ

５
番

き

の

こ
（
シ

イ

タ

ケ

）
教

室

２
月
1
3日
㈲

午
前
1
0時
～
午

後
２
時
示

雨
決
行
）
　
会
場
船

橋
県
民
の
森
（
管
理
事
務
所
集

合
）
　

費
用
四
百
円
（
シ
イ
タ

ケ
原
木
一
本
持
ち
帰
り
・
保
険

付
き
）
　
　持
ち
物
昼
食
・
手
袋

圃
電
話
か
（

ガ
キ
で

、
〒
2
7
4
船

橋
市
大
神
保
五
八
六
－

二
船
橋

県
民
の
森
管
理
事
務
所
(Ｃ
〇
４

７
４
－
5
7－
4
0
9
4

番
）
へ

催

し

物

看

護

職

員

再

就

業

相

談

２
月
1
6日
團
午
前
1
0時
～
午

後
３

時
　

会
場

松
戸

保
健

所

費
用
無
料

問
千
葉
県
ナ

ー
ス
セ
ン

タ
ー
a

0
4
3

－
2
4
7
－
6
3
7
1

番

商

工

会

議

所

「

な

ん

で

も

相

談

日

」

２
月
６
日
㈲
午
後
1
0時
3
0分

～

午
後
３
時
　

会
場
伊
勢
丹
松

戸

店
十
一
階
イ
レ
ブ
ン
ス
ポ
ッ

ト
　

相
談
内

容
法
律
・
相
続
・

税
金
・
登
記
・
不
動
産
売
買
・

建

築
設
計
・

社
会
保
険
・
労
働

保
険
・
教
育
な
ど
　

担
当
者
弁

護
士
・
税
理
士

・
司
法
書
士
・

宅
地
建
物
取
引
主
任
者
・
一
級

建
築
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
・

社
会
保
険
労
務
士
・
塾
教
師
ほ

か
　

費
用
無
料

閲
松
戸
商
工

会
議
所
昔
6
4
1
3

1
1
1

番

野

鳥

観

察

会

「

江

戸

川

」

２

月
1
3

日

㈲

午

前

８

時

松

戸

駅

東

ロ

デ

ッ

キ

上

集

合

、

午

前

一
１１‥一
時
3
0
分

現

地

解

散
　

観

察

場

所

流

山

市

と

の

市

境

付

近
　

持

ち

物

筆

記

具

・

観

察

用

具

な

ど

費

用

往

復

の

バ

ス

代

（

自

己

負

担

）

閲

削

ま

つ

ど

街

と

水

辺

の

緑

化

基

金

昔
4
5
－
9
8
4
6

番

野
鳥
観
察
会

合

同

面

接

会
（

求

職

案

内

）

２

月
1
7
日

困

午

前
1
0
時

～

午

後
３

時
　

会

場

松

戸
公

共

職
業

安

定

所

（
旭

町

一
－

一
七
四

）

参

加

企

業
所

在

地

松
戸

市

・
柏

市

・

流
山

市

・

我

孫
子

市

・
沼

南

町

鬩
松

戸

公

共

職

業
安

定

所
｛
一一
4
8

－
6
1
0
0

番

松
戸
史
談
会
（
八
ヶ
崎
と

上

総

内

・

文

化

財

史

跡

め

ぐ

り

）
　
　
　
　

‘

２
月
1
3日
旧
午
前
1
0時
馬
橋

駅
東
口
集
合
・
出
発
〔
雨
天
の

場
合
は
2
0日
㈲
に
延
期
〕
　
費

用

一
人
三
百
円
（
弁
当
持
参
）

コ

ー
ス

背
向
き
弁
天
・
子
安
神

社
・
八
坂
神
社
な
ど
徒
歩
約
六

冫
、
約
五
時
間
三
十
分

圃
当
日
集
合
場
所
で

鬩一
神
尾
容
4
1－
2
4
5
8

番

松

戸

北

子

ど

も

劇

場

低

学

年

例

会

２

月
６
日
㈲
午
後
２

時
～
４

時
　

会
場
市
民
会
館
　

費
用
会

員
外
三
千
円
　

内
容
劇
団
ひ
ま

わ
り
公
演
「
ウ
プ
ボ
ミ
」

閲
藤
田

容
4
7－
4
4
4
6

番

喜

楽

家

ボ

ロ

市
（

バ

ザ

ー

）

２
月
2
0日
囲
正
午
～
午
後
２

時

会
場
喜
楽
家
（
障
害
者
通

所
施
設
・
馬

橋
二
九
八
六
）

閲
喜
楽
家
容
4
4－
9
9
5
1

番

合

同

音

楽

祭

２

月
2
0日
聡
午
前
1
0時
開
演

会
場
矢
切
公
民
館
　
内
容
音
楽

サ
ー
ク
ル

（
十
三
団
体
）
に
よ

る
演
奏
発
表
　

費
用
無
料

問
矢
切
公
民
館
容
6
8－
1
2
1

4
番

計

量

の

つ

ど

い

２

月
2
2日
㈹
午
前
1
0時
～
午

後
２

時
　
会
揚
京
葉
ガ
ス
Ｆ

松

戸
第
ニ
ビ
ル
一
階
料
理
教
室

費
用
無
料
　
内
容
量
り
売
り
の

商
品
の
正
跫
検
査
と
料
理
教
室

定
員
三
十
人
（
申
し
込
み

多
数

の
場
合
は
抽
選
）

匣
２
月
1
5日
㈹
ま
で
に

、
（

ガ

キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
記
入
し
て
〒
2
7
1
松
戸
市
小
根

本
七
－

八
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
第

ニ
ビ
ル
松
戸
市
役
所
消
費
生
活

課
計
量
係
（
豊
6
6－
5
1
5
0

番
・
電
話
で
の
申
し
込
み
も
可
）

へ計
量
の
つ
ど
い

報
チャンネル

見
に
行
こ
う

聴
い
て
み
よ
う

＝
文
化
施
設
だ
よ
り
＝

市民会館

閲市民会館≪68-1237 ～9番

市民劇場

鬩市民劇場魯68－007n番

翩翻
松戸駅市民
ギャラリー

文化ホール

ギャラリー

圀文化ホール

.霖67ヨ8 匐番 ｊ

醴社会教育課成人教育係

・o66~7462 番..－.

間戸定歴 史館

．a62 －2(万〇亂

入
館
時
間
・：
午
前
９
時
3
0分
Ｓ
午
後
４
時
3
0分
（
月
曜
日
は
休
館
）

入
館
料
：
大

人
6
0円
・
高
大
学
生
4
0円
・
小
中
学
生
2
0円

２
／
1
1吩
～
３
／
2
7目

期
　
間

松
戸
徳
川
家
伝
来
の
美
術
工
芸
品
を
中
心
に

内
　
　
　
容

西 東 期
間

松
戸
フ
ォ
ト
グ
ル
ッ
ペ

写
真
展

馬
橋
洋
画
サ
ー
ク
ル

1
0
周
年
展

２
／
扣
廁
ま
で

深
雪
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー

小

林
郁
子
教
室
作
品
展

池
松
節
子

浜
野
恵
美
子

ス
ケ
ッ
チ
二
人
展

1
9圉
～
３
／
４
廁

山
形
桂
津
美
写
真
展

「
切
り
黔
歩
道
Ｌ

戸
塚
ゆ
ら
い

布
で

描
く
絵
画
「

鼓
動
」

３
／
５
山
～
３
／
1
8廁

※
月
曜
日
は
休
館
。
開
館
時
間
…
午
前
1
0
時
～
午
後
６
時

2
2㈲
Ｓ
３
／
６
剛

８
㈲
Ｓ
1
3臼

２
／
６
日
ま
で

期
　
間

松
戸
市
書
道
展
覧
会

富
士
百
景
写
真
展

明
る
い
選
挙
習
字
作
品
展

内
　
　
　
　

容

期日 内　　　　容 開演時間

2/13(日) 正常分子栄養学講演会　☆ 12 : 00

※月曜日は休館。☆印のついている催し物は有料です。

期日 ・　　　　 内　　　 容 開演時間

2/5C 土) ピアノ・エレクト ーン発表会 15 二(X〕

６(日) ピアノ発表会 13 : 〔}0

10困 お遊戯会 9:30

11蜘 クラシックコンサート　 ☆ 15 : 00

12圉 演劇部「遊星群」発表会 13 : 30

13(日) ピアノ発表会 13 : 30

17困 健康カラオケコンテスト 18 : 20

20臼 日本舞踊愛好会発表会 11 :00

27(日) 富士美会舞踊発表会 1仁0(〕

３／５山 ピアノ発表会 16:00

※月曜日は休館
。☆印のついている催し物は有料です。

開演時間は変わることがあり ます。



卓

球

・

イ

ン

デ

ィ

ア

カ

教

室
２
月
2
0日
㈲
・
2
7日
㈲
、
午

前
９
時
～
午
後
１
時
　

会
場
小

金
原
体
育
館
　

費
用
保
険
料
二

百
円

圉
当
日
会
場
で

閲
体
育
指
導
委
員
・
松
丸
公
4
3

1
6
6
0
8

番

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

３

月

５

日

～
４

月
3
0
日

の

毎

週

土

曜
日

、
午

前
８

時

～
９

時

4
5分
　

会
場

中

央
公

園

庭

球
場

対

象
市

内

在

住

・

在
勤

の

初
心

者
　

定
員

七

十

人

（
多

数
の

場

合

は

抽
選

）
　
費
用

七

千

円
（
保

険

料

を

含
む

）

圃

２

月
1
5
日

㈹

ま
で

に

、

往

復

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番

号

を

記
入

し
て

、

〒
2
7
0松

戸

北
郵
便
局
私
書
箱
一
二
号
松
戸

市

テ

ニ
ス

協
会

へ

閲

平

木

登
4
8－
6
7
8
4

番

ジ

ュ

ニ

ア

ア

イ

ス

ホ

ッ

ケ

ー

体

験

ス

ク

ー

ル

２

月
1
9

日

出
・
2
6
日

出

、
３

月

５

日

出

・
1
2
日

出

、

午

後

７

時

1
5
分

～

８

時
1
5

分
　

会

揚

新

松

戸

ス

タ

ー

ラ

ン

ド
　

対

象

市

内

在

住

の

幼

児

か

ら

中

学

生
　

費

用

三

千

五

百

円
（

貸

靴

料

含

む

）

持

ち

物

手

袋

・

着

替

え

な

ど

※

北

小

金

駅

か

ら

無

料

送

迎

バ

ス

を

運

行

し

ま

す

。

圃

電

話

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス

で

松

戸

市

ス

ケ

ー

ト

連

盟

事

務

局

（
ス
タ
ー
ラ
ン
ド
内
）
昔
4
1
－

ｎ
／
‘ｌ

り
乙
１

番

ヽ

阯
4
6
－

７

１

９
“

３

番

へ

健

康

体

操

指

導

者

講

習

会

３

月
５
日
出
・
1
2日
出
・
1
9

日
出
午
前
1
0時
～
正

午
　
会
場

運
動
公
園
小
体
育
室
　

定
員
七

十
人
　

費
用
無
料

圃
２
月
2
5日
倒
ま
で
に

、
電
話

で
ス
ポ
ー
ツ
課
登
6
3
－
9
2
4

1
番
へ

卓

球

・

ラ

ー

ジ
ボ

ー

ル

卓

球

教

室

２

月
2
0日
㈲
午
前
９
時
～
正

午
　

会
場
新
松
戸
西
小
学
校
体

育
館
　
費
用
無
料

圃
当
日
会
場
で

固
体
育
指
導
委
員
・
木
村
昔
4
1

－
8
5
7
9

番

ス
ポ
ー
ツ

気

功
講

習

会
（

香

功

ほ

か

）

２
月
1
9日
出
・
2
6日
出

、
３

月
５
日
出
・
1
2日
出
、
午
後
１

時
～
２
時
4
0分
　

会
場
運
動
公

園
会
議
室
ほ
か
　

定
員
三
十
人

費
用
三
千
八
百
円

匣
往
復
ハ
ガ
キ
で
〒
2
7
0
松
戸
市

牧
の
原
四
三
五
－

一
－

一
１

九

－

八
〇
六
常
盤
平
気
功
会
・
鈴

木
弘
子
(
0
8
4－
4
5
5
9

番
・

午
後
２
時
～
４

時
）
へ

グ

ラ

ウ

ン

ド
ゴ

ル

フ

教

室

２

月
2
0日
㈲
午
前
９
時
～
正

午
　

会
揚
新
松
戸
西
小

学
校
校

庭
　

費
用

無
料

圃
当
日
会
場
で

醴
体
育
指
導
委
員
・
木
下

昔
4
5

ソ

フ

ト

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

教

室
３
月
2
7日
ま
で
の
毎
週
日
曜

日

、
午

前
９

時
3
0
分
～
正

午

会
場
新
松
戸
北
小
学
校
体
育
館

対
象
中
・
高
年
の
人
向
き
・
三

十
人
　

費
用
用
具
代
一
回
百
円

圃
毎
回
当
日
会
場
で

茴
体
育
指
導
委
員
・
小
林（
3
4
5

－
3
6
8
5

番

山

ス

キ

ー

教

室

３
月
５

日
出
午
後
８

時
伊
勢

丹
松
戸
店
前
集
合
、
６
日
㈲
午

後
９
時
帰
着
　
行

き
先
万

座
温

泉
か
ら
草
津
へ
　

定
員
二
十
人

費
用
一
万
二
千
円
（
交
通
費
・

リ
フ
ト
代
・
保
険
料
含
む
）

固
松
戸
市
山
岳
協
会
・
高
橋
昔

イ

ン

デ

ィ

ア

カ

教

室

２
月
2
0日
囲
午
前
９
時
～
正

午
　
会
場
新
松
戸
西
小

学
校
体

育
館
　

費
用
無
料

兩
当
日
会
場
で

間
体
育
指
導
委
員
・
梶
野

昔
4
2

1
2
6
0
2

番

牧
の
原
　
　
ヽ

菊

地
　

健

蔵

さ
ん

市
内

ど
こ
へ

行

く
の

に

も

自

転
車

を
活

用
し
て

い

ま

す
。

車

を
使

う
と
足

腰
が

弱

る

よ

う

な
気
が

し
て

、

な
る
べ

く
使

わ
な
い

ん
で

す
よ

。

天
気

の
良

い
日

だ
と

、
本

当

に

さ
わ
や

か

な
気

持
ち
に

な
り
ま

す
ね

。

遠
く
ま
で

行

っ

て
、

地
図

を

片
手
に

知

ら

な
い
街

を
走

る
の

も

、
好
奇

心

が

刺
激

さ
れ
て

楽
し

い
で

す
よ

。

貯

蓄

推

進

講

座

「
上

手

な

貯

蓄

の

選

び

方

」

２
月
1
7日
團
午
前
1
0時
Ｆ
正

午
　
会
揚
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー

定
員
先
着
四

十
人
　

費
用

無
料

圃
２
月
1
4日

㈲
ま
で
に
、
（

ガ

キ
ま
た
は
電
話
で
〒
2
7
1
松
戸
市

小
根
本
七

―
八
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松

戸
第
ニ
ビ
ル
松
戸
市
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
（
登
6
6－
7
3
2
9

番
）
へ

俳

句

基

礎

講

座

２

月
1
8
日
圏

・
2
5
日

廊

、
３

月

１１（
日

幽

午

後
１

時
1
0
分

～
４

時
1
0
分
　

会

場

矢

切

公

民

館

（

総
合

福

祉

会

館
内

）
　

定

員

先

着
百

人
　

費
用

無

料

瑁
一
ハ
ガ
キ
で
「
講
座
申
し
込
み
」

と
し

て

、
住

所
・
氏

名
・
年

齢
・

電

話
番

号

を

記
入

し

、

〒
2
7
1松

戸

市
松

戸

一
四

〇

七

上

田

渓

水

方

俳
人

協

会

事
務

局

（
昔
6
2－

3
8
2
2

番

）
へ

早

春

の

い

け
花

入

門

講

座

２

月
1
8日
～
３

月
2
5日
の

毎

週
金
曜
日

、
午
前
1
0時
～
午
後

１
時
　

会
場
明
市
民
セ
ン

タ
ー

費
用
一
回
千
五
百
円
（
材
料
費

含
む
）

蠢
奥
様
い
け
花
壷
宮
会
・
橋
本

登
6
8－
5
3
4
1

番

フ

ラ

ワ

ー

ア

レ

ン

ジ

メ

ン

ト

２

月
2
7
日

囲

午

前
1
0
時

～

午

後
１

時
　

会
場

小

金
原

市

民

セ

ン

タ

ー
　

費
用

二

千
円

瑟
フ
ロ
ー
ラ
ル
・
ア
ー
ト
花
の
友

の

会
・
阿

部
昔
4
7－
8
9
3
9

番

婦

人

の

集

い

２
月
1
7日
困
午
前
1
0時
～
ｎ

時
3
0分
　

会
場
森
の
ホ

ー
ル
2
1

費
用
無
料
　
内
容
家
庭
教
育
講

演
会

閲
肋
実
践
倫
理
宏
正

会
松
戸
支

部
・
荻
田

昔
6
8－
5
2
6
1

番

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

教

室

２
月
2
0日
照
・
2
7日

収
午
前

９
時
～
正
午
　

会
場
高
木
第
二

小

学
校
　

費
用

保
険
料
百
円

匣
当
日
会
場
で

閲
体
育
指
導
委
員
・
野
中
豊
8
7

－
4
4
3
8

番

ソ

フ
ト

バ
レ

ー
ボ

ー
ル
教
室

２

月
2
0日
収
・
2
7日

㈲
午
前

９
時
～
正

午
　
会
場
常
盤
平
第

一
小
学
校
　
費
用
無
料

晤
当
日
会
場
で

閲
体
育
指
導
委
員
・
横
山
昔
8
6

－
8
3
3
3

番

運動 公園野 球場と 江戸 川河川 敷野球場の

土･日曜日･ 祝日の貸し出しは( 運動公園はナ

イタ ーも含む)､登録チームによる公開抽選で

決定します。利用チームは登録してく ださい。

受付時間午前 ９時～午後５時( 第 ４月曜日

は除く) 受付場所スポーツ課( 運動公園内)

※平成４年度中に登録のチームは、申請の必

要はありません。

※抽選は毎月１日 に運動公園内 会議室で、運

動公園野球場は午後１時30分 から 、江戸川

河川敷は午後２時30分から行います。

固スポ ーツ課S63-9241 番

こども健全育成指導者養成講座

期日 時 間 内　容 会場

2/22W
午前９時30

分～正午

パネルシアタ

ー

婦
人
会
館

24附

ミ

フご

午

板がえし（ぺ

たくた）

3/4R 障害児教育

７(月) ゲーム

８(火)
手づくりおも

ちや

10附 折り紙

オ

ス

ト

メ
イ

ト

（

人

工

肛

門

・

人

工

膀

胱

造

設

者

）

社

会

適

応

訓

練

講

習

会

２

月
2
6日
出
午
後
１

時
～
午

後
３

時
3
0分
　

会
場
浦
安
市
文

化
会
館
(
≪
5
3－
1
1
2
1

番
）

内
容
「
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
後
遺

症
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て

」
が

ん
研

究
会
付
属
病
院
副
院
長
・

河
合
恒
雄
氏
、
「
オ
ス
ト
メ

イ

ト
の
注
意
す
る
こ
と
」
ス
ト

ー

マ

療
法
士
・
品
田
ひ
と
み

氏
、

補
装
具
相
談
コ

ー
ナ
ー
（
正
午

～
午
後
１
時
と

休
憩
時
間
に
実

施
）
　
対
象

県
内
の
オ
ス
ト
メ

イ
ト
と
そ
の

家
族
・
医

療
関
係

定員 先着50人　 費用無料

兩電 話でこど も課管 理係 へ

者

費
用

無
料

昌
社
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
千

葉
県
支
部
昔
0
4
7
4

－
5
2－

6
4
3
3

番
（
月
・
火
・
木
曜

日
の

午
前
1
0時
～
午
後
４

時
）

ス
3
0
L
X－
6
5
1を
予
定

圃
２
月
1
4日
側
〔
消
印
有
効
〕

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
勤

務
先
・
教
室
名
（
ワ

ー
プ
ロ
）
を

記
入
し
、
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三

八
七
１

五
松
戸
市
役
所
商
工
課

労
政
係
へ

ふ

れ

あ

い

教

室

（

ワ

ー

プ

ロ

）Ａ

コ

ー

ス

＝
３

月

２

日
困

～

４

日

廊

・

Ｂ
コ

ー
ス

＝
３

月
７

日

興
～
９
日

困
、
各
午

後
６

時
3
0

分

～
８

時
3
0
分
　

会

場

勤

労

会

館
　

対
象

市

内

在
住

・

在

勤
の

勤

労

者
（
初

心

者
）
、
各

十
人
〔
申

し

込

み

多

数

の

場
合

は

抽

選

〕

費

用

無
料
　

使

用
機

種

オ
ア

シ

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

◆テレホン案内サービス…………O66-0010 番
平日・午後５時～翌朝午前９時
休日と土曜日・午前９時～翌朝午前９時

◆夜間急病診療所…………………S68-3756 番
衛生会館内・毎日午後８時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所……O65-3430 番

衛生会館内・午後８時～11時

講
座
・
講
演

野球場利用チームは登録申請を

博物館

固博物館酋84―8181番

※
月
曜
日
（
祝
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
）
・
第
四
金
曜
日
は
休
館
。

入
館
時
間
…
午
前
９
時
3
0
分
～
午
後
４
時
3
0
分

入
館
料
…
一
般
窕
円
・
高
大
学
生
憫
円
・
小
中
学
生
1
0
0
円

２
／
1
9～
３
／
2
6の
毎
週
土

曜
日
（
全
六
回
）

午
前
1
0時
3
0分
～
正
午
卜

２
／
1
9圉

午
後
１
時
～
４
時

２
／
1
2出

午
前
1
0時
3
0分
と
午
後
１
時

か
ら
各
１
時
間

３
／
1
7困
ま
で

２
／
刀一
日
ま
で

午
後
１
時
・
３
時
か
ら
4
4分

間
（
土
・
日
・
祝
日
は
午
前

1
1時
か
ら
も
上
映
）

期
　

゛
問

古
文
書
を
読
む
（
中
世

編
）

定
員
三
十
人
　

費
用

無
料

圃
２
／
７

側
ま
で
に

往
復
ハ

ガ
キ
に
住
所

・
氏
名

・

電
話
番
号

を
記
入
し
て

、
〒
2
7
0
松
戸
市
干
駄
堀
六
七

一
市
立
博
物
館
へ

東
葛
地
区
遺
跡
発
表
会

※
「

東
葛
地
区
新
出
土

品
展
」
展
示
資
料
を
出
土
し

た
遺
跡
の
紹
介

定
員
当
日
先
着
八
十
人
　

費
用
無
料

館
内

公
開

定
員
先
着
十
五
人
（
団

体
は
三
人

ま
で
）
費
用
無
料

圃
電
話
で
博
物
館
へ

東
葛
地
区
新
出
土
品
展

※
我

孫
子
市

・
鎌
ヶ
谷
市

・
沼
南
町

・
野
田
市

・
流

山
市

・
松
戸
市
の
六
市
町
の

遺
跡
出
土
品
を
展
示

観
覧
料
一
般
1
0
0
円

・
高
大

生
5
0円

・
小
中
学
生
3
0円

（
常
設
展
と
は
別
料
金
と

な
り
ま
す
）

ハ

イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像

「
韓
国
国
宝
の
旅
／
幻
の
齊
・
心
の
白
」
(
観
覧
無
料
)

※
３
／
１

㈲
か
ら
は
「
モ
ン

ゴ
ル

紀
行
ナ
ー
ダ
ム
／

騎
馬
民
族
の
祭
り
」
（
5
0
分
間
）
を
上
映
予
定

内
　
　
　

容

おはなしキャラバン

※
費
用
…
無
料

４
圀

３
／
３
困

2
4困

1
8廓

1
7困

２
／
1
0困

期
日

二
十
世
紀
が
丘
市
民
セ
ン
タ
ー

常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

古
ヶ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー

稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー

馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー

小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー

会
　
　
裾

いらく歳
９

～
３ 対

象

ＪＥ３作
時
間

キ
ャ
ラ
バ
ン

お
は
な
し
会

キ
ャ
ラ
バ
ン

お
は
な
し
会

形
　
態

市
民
図
書

館
　
6
5

-
5
1
1

5
番

で
ん
わ
お

は
な
し
キ

ャ
ラ
バ
ン

6
3
-
9

9
9
9
番

わたしの

健康法

自転車



8,646人が大人の仲間入り

森
の
ホ
ー
ル
2
1
で
成
人
式

松
戸
市
民
憲
章

１月15日は「成人の日 」。この日市内で

は8,646 人が大人の仲間入りをしました。

今年の成人式は、11月にオープンした

ばかりの森のホール21で初めて行われ、

会場は晴れの日を迎えた喜びいっぱいの

若者で埋まりました。

式典の後、「みんな地球に生きるひと」

と題するアグネス･チャンさんの講演や、

松戸スウィングセピアのコンサートも行

われ、新成人の門出を祝いました。

１。私 たちは、 自然をいつ くしみ、 豊かな心を育て ます。

１．私 たちは、共に助けあい、

健康で明 るい社会を築きます。

１．私 たちは、伝統を守り、新しい文化をはぐくみ ます。

１．私 たちは、 郷土を愛し、

希望と活力にあふれるまちをつ くり ます。

１．私 たちは、平和を尊び、

広い視野をもつ国際人をめざし ます。

平成５年４月 １日

左
・
羽

烏
　

清

香

さ
ん
（
吉
井
町
）

右
・
鈴
木
　
孝
子
さ
ん
（
稔
台
）

成
人
式
を
迎
え
、
大
人

の
仲
間
入
り
を
し
た
ん
だ

と
実
感
し
て
い
ま
す
。
早

く
周
り
か
ら
も
認
め
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、
自
覚
し

て
行
動
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

今
日
の
日
を
一
番
喜
ん

で
く
れ
た
両
親
に
は
、
感

謝
の
気
持
ち
で
い
つ
ぱ
い

で
す
。

「智恵子遺珠」で智恵子を熱演する本間さん

本
間
祥
公
さ
ん
が

芸
術
祭
賞
を
受
賞

舞踊家として幅広い活躍を続けて

いる本間祥公さん（日暮在住）が、

「智恵子遺珠」で平成５年度芸術祭

賞を受賞しました。

「賞は目標ではなく 、創作活動の

過程でご褒美を頂いたと思っていま

す。う れしいのですが、今後こ の賞

に見合った仕事をしていかなけ れば

ならないと責任を感じます」とさら

に意欲を見せる本間さんでした。

先生や友達と教室で

ドイツ留学の体験を出版した

松本　綾さんべ
物

に

悩
み

、

伝

統

や

習
慣

の

違

い

に

驚
き

な

が
ら

の

生
活

た

っ

た

。

二

年

間
暮

ら

し

た

ド
イ

ツ

の

印

象

を
、「
と
て

も

治

安
の

い

い

国
で

、
人

情

も

温
か
く
、
日
本

と

似
て

い

る

と

こ
ろ
も
多
い
と
思
い
ま
し
た
。

ホ

ー
ム
ス
テ
イ
で
見
た

ド
イ
ツ

の
家
庭
は
、
秩
序
と
い

う
か
営

み
が
し

っ
か
り
し
て
い
て

、
生

活
は
質
素
、
リ
サ
イ
ク
ル
も
進

ん
で
い

ま
し
た
」
と
語
る

。

「
若
い
人
た
ち
は
、
自
分
の

年
齢
を
わ
き
ま
え
て
い
る
と
思

い
ま
し
た
。
ブ
ラ
ン
ド
物
な
ど

身
に
付
け
た
り
し
な
い
し

、
責

任
を
持
っ
て
行
動
し
て
い
ま
す
。

日
本
の

若
者
は
ち
ょ
っ
と
甘
え

て
い

る
と
思
い

ま
し
た
」
と
も
。

留
学
の
収
穫
の
一
つ
は
、
日

本
の
再

発
見
。
日

本
の
伝
統
や

文
化
が
と
て
も
好
き
に
な
っ
た

と
い

う
松
本
さ
ん
。
大
学
で
日

本
文
学
を
専
攻
し
た
の
も
、
自

然
な
こ
と
だ
っ
た
よ
う
だ
。

将
来
の
こ

と
は
、
ま
だ
決
め

て
い
な
い
そ
う
だ
が
、「
ド
イ
ツ

の
文
化
や
生
活
に

触
れ
、
ド
イ

ツ
人
の
気
持
ち
も
少
し
は
分
か

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

、
ド
イ

ツ
と
関
わ
り
の
あ
る
仕
事
が
で

き
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
明
る
い
笑
顔
を
見
せ

た
。

（
稔
台
在
住
）

若
い
感
覚

生
き
生
き
と

松

本

さ
ん

は

、

現

在

都
内

の

大
学

の

一

年

生
。

若
い

感
覚

の

う

ち

に

外

国
を

見

せ

た
い

と

い

う

ご
両

親
の

勧

め
で

、
高

校
二
・

三

年

生
の

二

年
間

を

ド
イ

ツ

に

あ

る

ブ
レ

ー
メ
ン

国

際
日

本

学

園

で

学
ん

だ

。

そ
の
初
め
の
一
年
間
の
日
記

や

家

族
へ

の

手

紙

を

ま
と

め
て

。

「
ド

イ
ツ

の

び
の

び

留
学

日

記

－

經

・
1
7
歳

の

カ
ル

チ

ャ

ー
シ

ョ
ッ

ク
」

を

出

版
し

た

（
岩

崎

書

店

刊
）
。

日

記

・
手

紙

と
い

う

最

も

プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
部
分
を
公
開
す

る
こ

と
へ
の
抵
抗
も
あ
っ
た
が
、

ド
イ
ツ
で
の
体
験
を
日
本
の
友

達
に
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
出
版
社
へ
投
稿
し
た
と
い

う
。
本
は
一
少
女
の
体
験
を
生

き
生
き
と
伝
え
て
い
る
と
好
評

だ
。ブ

レ
ー
メ
ン
国
際
日
本
学
園

は
、
日
本
か
ら
の
留
学
生
や
、

外
国
に
住
む
日

本
人
が
学
ん
で

い

る
学
校
で

、
授
業
も
日

本
語

で
行
わ
れ
る
、
い
わ
ば
日

本
の

学
校
が
ド
イ
ツ
に
引
っ
越
し
た

よ
う
な
も
の
。
だ

が
、
学
校
か

ら

一
歩
外
に
出
れ
ば
そ
こ
は
外

国
。
言
葉
や
食

（

条

文

）

あなたの撮った写真(街の話

題･身近な出来事など)をお寄せ

ください。採用の方|こは記念

品を差し上げます。

醢広報課

会場内(上)と、新成人を代表し て

あいさつ する古瀬義久さん(円内)

スナップ　ショット
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